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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

は
じ
め
に

【
特
集
う
つ
】

曲
亭
馬
琴

『
敵
討
勝
乗
掛
』

昨
年
度
、
本
研
究
科
の
金
生
谷
達
也
氏
が
、
『
伊
賀
越
物
・
又

右
衛
門
物
の
展
開
に
見
ら
れ
る
時
代
の
欲
望
歌
舞
伎
『
伊

賀
越
道
中
双
六
』
を
軸
に
し
て
』
に
よ
っ
て
、
博
士
学
位
を

授
与
さ
れ
た
。
金
生
谷
氏
が
右
の
論
考
を
、
実
り
豊
か
な
も
の
と

し
て
完
成
さ
れ
た
の
は
、
審
査
の
末
席
に
連
な
っ
た
稿
者
と
し
て

も
、
大
変
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

何
度
目
か
の
口
頭
試
問
の
最
中
、
稿
者
は
ふ
と
曲
亭
馬
琴
に
も

「
伊
賀
越
も
の
」
の
草
双
紙
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
場
で
は
題
号
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

稿
者
が
失
念
し
て
い
た
馬
琴
の
「
伊
賀
越
も
の
」
と
は
、
黄
表
紙

翻
刻

『
冑
鼠
耐
剛
予
厨
』
と
『
〔
増
補
毬
越
〕
勾
町
辛
ら
の
叫
町
』

（
い
ず
れ
も
―
―
―
巻
十
五
丁
。
寛
政
五
年
・
一
七
九
―
―
-
、
仙
鶴
堂

し

ゆ

か

う

が

い

が

ご

へ

は

ん

も

と

が

刊
）
、
な
ら
び
に
今
回
紹
介
す
る
合
巻
『
〔
趣
向
伊
賀
越
／
版
元

、
ず
み
や
か
た
き
う
ち
か
つ
に
の
り
か
げ

―
-
=
-
、
甘
泉
堂
刊
）

和
泉
屋
〕
敵
討
勝
乗
掛
』
（
文
化
十
年
・
一
八

の
三
作
品
で
あ
る
。

右
の
う
ち
、
二
つ
の
黄
表
紙
は
一
連
の
物
語
で
、
作
者
標
記
は

と
も
に
「
先
（
元
の
誤
）
名
子
」
で
あ
る
が
、
馬
琴
は
両
畠
が
自

身
の
作
で
あ
る
こ
と
を
、
作
者
評
伝
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部

類
』
（
天
保
四
ー
五
年
）
の
中
で
明
か
し
て
い
る
。
馬
琴
の
黄
表

紙
に
つ
い
て
は
、
清
田
啓
子
氏
や
板
坂
則
子
氏
に
よ
っ
て
、
す
で

に
大
部
分
の
翻
刻
紹
介
か
備
わ
る
。
し
か
し
、
作
者
自
ら
「
書
買

の
誂
へ
に
て
、
そ
の
意
に
あ
ら
ざ
る
」
（
『
作
者
部
類
』
）
と
評
し

神
田
正
行
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い
す
み
あ

―
―
一
号
（
二C

―
1
0
•三
）

た
数
点
は
、
い
ま
だ
未
翻
刻
の
ま
ま
で
あ
り
、
『
銘
正
夢
楊
柳
一

腰
』
と
『
登
阪
宝
山
道
』
の
二
作
も
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。

当
初
本
稿
で
は
、
右
の
三
作
品
を
一
挙
に
紹
介
し
て
、
各
々
の

比
較
対
照
に
ま
で
及
び
た
い
と
考
え
た
が
、
稿
者
の
不
手
際
ゆ
え

に
、
今
回
は
『
敵
討
勝
乗
掛
』
一
作
の
み
の
紹
介
と
な
っ
た
。
残

さ
れ
た
二
点
の
黄
表
紙
に
つ
い
て
は
、
鮮
明
な
書
影
が
得
ら
れ
た

の
ち
に
、
本
誌
で
翻
刻
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

『
敵
討
勝
乗
掛
』
は
、
そ
の
題
号
に
も
暗
示
さ
れ
て
い
る
ご
と

、、

く
、
「
伊
賀
越
の
仇
討
」
に
取
材
し
た
歌
舞
伎
『
伊
賀
越
乗
掛
合

羽
』
（
安
永
五
年
・
一
七
七
六
初
演
）
を
翻
案
し
た
作
品
で
あ
る
。

板
坂
則
子
氏
「
馬
琴
合
巻
に
お
け
る
似
顔
絵
使
用
役
者
一
覧
一

（
『
曲
亭
馬
琴
の
世
界
』
所
収
。
平
成
22
年
、
笠
間
書
院
）
に
よ
る

と
、
本
作
の
挿
画
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
役
者
似
顔
絵
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。

唐
木
政
右
衛
門
：
・
・
・
・
三
代
坂
東
―
―
―
津
五
郎

浮
橋
：
・
・
・
・
五
代
瀬

Ill菊
之
丞

二
藍
：
．．．． 

―
-
代
沢
村
田
之
助

沢
井
又
五
郎
・
：
・
・
・
五
代
松
本
幸
四
郎

加
田
志
津
馬
・
:
・
：
沢
村
源
之
助

玉
石
武
介
：
・
・
：
一
―
-
代
尾
上
菊
五
郎

本
作
刊
行
の
二
年
前
、
文
化
八
年
五
月
に
江
戸
市
村
座
て
上
涸

さ
れ
た
『
乗
掛
合
羽
』
に
お
い
て
は
、
本
作
と
同
様
に
又
五
郎
を

幸
四
郎
、
政
右
衛
門
を
―
―
―
津
五
郎
か
演
じ
て
い
る
。
伊
原
敏
郎

『
歌
舞
伎
年
表
』
に
よ
る
と
、
こ
の
狂
言
は
「
は
ま
り
役
に
て
申

分
な
け
れ
ど
、
不
入
」
の
た
め
、
急
逮
「
敵
討
」
の
場
面
を
加
え

た
が
挽
回
で
き
ず
、
結
局
十
二
日
限
り
で
打
ち
切
ら
れ
た
と
い
う
。

原
作
の
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
と
し
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
新

日
本
古
典
文
学
大
系
『
上
方
歌
舞
伎
集
』
（
士
田
衛
•
河
合
真
澄

氏
校
注
。
平
成

10
年
、
岩
波
書
店
）
所
収
の
初
涸
台
恨
を
用
い

た
。
た
だ
し
、
『
勝
乗
掛
』
の
展
開
は
、
『
乗
掛
合
羽
』
の
台
帳
よ

り
も
、
実
際
の
上
統
が
反
映
さ
れ
た
筋
書
本
（
狂
言
読
本
。
新
大

系
巻
末
附
録
）
に
よ
り
近
い
。
た
と
え
ば
、
本
作
に
お
け
る
「
蝦

か
っ
た
い

慕
村
」
は
、
筋
書
本
に
見
え
る
「
般
若
坂
顧
村
」
を
模
し
た
も

の
て
あ
ろ
う
が
、
初
演
台
帳
に
は
こ
の
村
が
登
場
し
な
い
の
て
あ

る
。
「
願
村
」
は
、
浄
瑠
璃
化
さ
れ
た
『
乗
掛
合
羽
』
（
天
明
三
年
・

一
七
八
一
＝
初
演
）
に
も
現
れ
る
の
て
、
こ
の
演
出
は
初
涸
以
来
定

着
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
他
に
も
、
『
勝
乗
掛
』
と
『
乗
掛
合
羽
』
と
の
間
に
は
、

注
目
す
べ
き
相
違
点
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
内
の
い
く
つ
か
は
、

本
稿
の
中
に
も
指
摘
し
て
お
い
た
か
、
本
作
の
独
自
性
や
、
そ
こ

に
込
め
ら
れ
た
馬
琴
の
意
図
な
と
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

凡
例

作
品
の
歴
史
性

一
、
仮
名
は
一
部
を
除
き
現
行
の
ひ
ら
が
な
に
統
一
し
た
。
ま

た
、
会
話
を
示
す
「
」
や
、
句
読
・
濁
点
な
ど
を
適
宜
補
っ

た。
一
、
読
み
誤
り
の
な
い
範
囲
で
漢
字
を
宛
て
た
。
そ
の
際
、
も
と

の
表
記
を
傍
訓
で
残
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
原
本
に
お
け

る
振
り
仮
名
（
小
字
双
行
の
場
合
が
多
い
が
、
稀
に
傍
訓
も
あ

る
）
は
、
一
部
を
除
い
て
省
略
し
た
。

一
、
本
文
に
は
、
内
容
に
も
と
づ
い
て
適
宜
段
落
を
設
け
た
。

一
、
挿
絵
は
本
文
の
近
い
位
置
に
掲
げ
、
画
中
の
詞
書
は
同
じ
頁

の
下
段
に
翻
字
し
た
。

一
、
「
▼
」
印
以
下
は
、
稿
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。

一
、
影
印
な
ら
び
に
翻
刻
の
底
本
は
、
東
京
都
立
中
央
図
冑
館
加

賀
文
庫
蔵
本
（
改
装
本
。

1
0
1
8
1
)

で
あ
る
。
虫
損
や
着
彩
、

シ
ミ
な
ど
が
目
立
た
な
い
よ
う
、
画
像
に
は
最
低
限
の
修
正
を

施
し
た
。
ま
た
翻
刻
に
際
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
・
慶
應

義
塾
図
書
館
所
蔵
の
版
本
を
も
参
照
し
た
。

一
、
本
作
中
に
は
差
別
的
な
表
現
が
現
れ
る
が
、

を
考
慮
し
て
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

趣
向
伊
賀
越

版
元
和
泉
屋

一
敵
討
勝
乗
掛
前
編
一

馬
琴
作

春
扇
画

▼
描
か
れ
る
の
は
、
二
十
三
丁
裏
と
同
一
の
場
面
。
右
は
沢

で

も

あ

ん

井
又
五
郎
、
左
は
医
師
の
伝
茂
庵
。
『
乗
掛
合
羽
』
初
演

時
に
は
、
こ
の
医
者
殺
し
の
場
面
を
、
浅
尾
為
十
郎
が
俗

医
者
・
又
五
郎
の
早
替
わ
り
で
演
じ
た
。

酉
春
新
板

《
上
冊

前
表
紙
》
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《
前
表
紙
見
返
し
・
一
丁
表
》

ト

．

>

念目
娯
籠
靡

前
編

屯
馬
蓼
罰
面
冗
犀
屠
圏

一

1
 

[
 

―
―
一
号
（
二0

―
-
0
•
三
）

（
前
表
紙
見
返
し
）

文
化
十
歳
癸
酉
春
発
市

敵
討
勝
乗
掛

趣
，
回
伊
賀
越

版
元
和
泉
屋九

年
仲
秋
下
旬
作
る

十
年
癸
酉
正
月
刊
行

文
化画

工
在
扇
サ
マ

以
上

（
一
丁
表
）

き

う

ち

か

つ

に

の

り

か

け

お

i
I
L

；
芝
廿
泉
堂
杵
〗

h
t
 

敵
討
勝
乗
掛
六
冊
合
巻
小
道
具
覚

ま

さ

む

ね

へ

）

こ

こ

し

い

つ

び

さ

ふ

"

(

<

―

"

正
宗
の
刀
一
腰
。
鼠
一
疋
、
文
を
廂
え
走
る
し
か
け
有
べ
し
。
蛇

し

ゃ

う

お

心

だ

け

一
っ
、
但
し
生
写
し
に
て
、
大
竹
へ
か
ら
み
つ
く
と
―
―
つ
に
な

.e
ほ

し

か

、

＞

つ

び

ぎ

に

つ

う

も

・

し

ご

ん

る
什
掛
け
。
縫
ひ
く
る
み
の
人
鹿
一
疋
。
密
書
二
通
、
文
言
別
に

き

り

＜

び

な

ん

に

よ

記
す
。
桐
久
毘
あ
ま
た
、
此
内
か
っ
た
ゐ
の
男
女
あ
つ
ら
へ
有
。

此
余
煙
草
盆
、
張
抜
の
茶
碗
等
、
例
の
通
り
間
違
ひ
な
き
様
、
種

ば
ん本

の
図
説
御
見
計
ら
ひ
可
被
下
候
。

作
者
馬
琴

前
編

曲
亭
馬
表
作
勝
JI
春
扇
画

い
す
み
あ

甘
泉
堂

囚

□
（
乾
坤
ー
卿
亭
）

※
慶
大
蔵
本
に
よ
る
。
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

《
一
丁
裏
・
ニ
丁
表
》

-'--＿心竿＿

b和丹）畑．1 加

門ェ J1隣！思

墨
田
河 か

だ

し

づ

ま

加
田
志
津
馬

か
9
き

不

ね

む

す

め

胆

木

が

長

女

浮

橋

ば
し
・
い
ず
•
こ
そ
に

昔
者
不
知
今
社
波

本
・C
よ

•
'
•
,
r
'

•O 

な

う

さ

身
乎
評
橋
廼
在
世
也
兒

兎
犬
倶
斃
而
田
夫
取
之

冤
幻
叫
に
覧
れ
て

わ
か
，
J

う

加
田
が
若
党

祠
―
（
泉
）

-．．
 

ん

ぷ

こ

れ

田
夫
之
を
取
る
）

は
た
か
ー
＂
た
＾

b

↓

a

.

:`

畑
JII
丹
右
衛
門

、、

▼
『
乗
掛
合
羽
』
に
登
場
す
る
上
杉
家
の
家
老
佐
々
木
丹
右

、、
衛
門
は
、
命
が
け
で
謀
反
を
暴
く
。

桜
江
珍
右
衛
門
【
▼
木
文
中
て
は
「
珍
左
衛
門
」
】

詞

□
（曲）い

□（望

~ 43 -



《
二
丁
裏
＇
三
丁
表
》

¢
'
 •. 

I
 

い
す
み
あ

―
二
号
(
―
1
0二
0
•
三
）

雷
水
庵

さ

わ

ゐ

ま

た

ご

ら

う

沢
井
亦
五
郎

た
ま
い
し
ぷ
す
け

加
田
が
若
党
玉
石
斌
助

武
蔵
野
に
あ
り
と
い
ふ
な
る
逃
げ
水
の

逃
げ
【
▼
「
か
」
脱
】
＜
れ
て
も
世
を
過
ご
す
哉

▼
源
俊
頼
『
散
木
奇
歌
集
』
所
収
の
和
歌
。
『
夫
木
和
歌
抄
』

で
は
、
「
に
げ
水
、
武
蔵
」
の
証
歌
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
両
書
と
も
、
初
句
は
「
あ
づ
ま
ぢ
に
」
。

ま

さ

ゑ

も

ん

唐
木
政
右
衛
門

こ

く

ゐ

と

へ

や

な

ぎ

か

な

剣
術
の
極
意
を
問
ば
柳
哉

を
と
む
す
め
ふ
た
あ
、

唐
木
が
二
女
二
藍

日
（
曲
）
口
門
（
亭
）
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

可：軋!lげ象舟↓i 1i li ii鳳
If 
j I! 

(
3ウ
・

4
オ

志
津
馬
・
浮
橋
の
婚
約
）

瓢亭厚咽叶祖誓［囁］吋 ［もjて一ょk＼出：直！3

じ9“̀ぺ卯隠！
i, 

潤
料；

柑I

” 
叫
t~ I, 

く
わ
ん
ヤ

l
6

し

ゆ

き

い

ヘ

足
利
将
軍
家
の
時
、
管
領
仁
木
義
長
の
家
の
子
に
、
加
田
行
家

8
き

へ

さ

ぷ

ら

ひ

【
▼
原
作
『
乗
掛
合
羽
』
で
は
渡
辺
行
家
】
と
い
ふ
侍
あ
り
。
武

芸
を
旨
と
し
て
、
奉
公
第
一
の
切
り
者
な
り
き
。
妻
は
世
を
早
く

せ

が

れ

し

づ

し
て
、
倅
志
津
馬
【
▼
史
実
の
渡
辺
数
馬
】
十
八
オ
に
な
り
ぬ
。

ヵ

ら

き

ふ

み

こ
れ
又
幼
き
時
よ
り
、
唐
木
流
の
剣
術
を
稽
古
し
、
文
の
道
に
も

疎
か
ら
ず
、
美
麗
の
若
者
な
り
。
家
に
は
譜
代
の
若
党
、
畑
川
丹

ふ

た

n

し

か

ァ

う

わ

た

く

し

右
衛
門
、
玉
石
武
介
と
い
ふ
二
人
の
若
者
、
主
に
仕
へ
て
私
な
く
、

そ
の
家
代
々
、
五
百
貫
の
知
行
を
給
は
り
て
、
倹
約
を
宗
と
し
た

ー
、

1
•
9
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
9
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1
•
1

・

ど
＂
た
か
ま
き
ゑ

巳
（
行
家
）
そ
の
印
籠
は
、
山
鳥
の
高
蒔
絵
、
暦
木
氏

く
だ

も
見
覚
え
あ
ら
ん
。
主
君
よ
り
過
ぎ
つ
る
年
、
下
し

ち
ゃ
ぅ
こ
j

う

給
ひ
し
家
の
重
宝
。

；
ご
（
志
津
馬
）
す
り
や
此
印
籠
を
二
つ
に
分
け
て
、

心
ひ

阿
浮
橋
殿
へ
当
座
の
結
人
。

｀
（
政
右
衛
門
）
善
は
急
げ
と
老
人
の
お
心
遣
ひ
、
娘

お
礼
を
申
し
や
れ
さ
。

と
A

□：
□
（
浮
橋
）
父
さ
ん
そ
ん
な
ら
志
津
馬
様
へ
、

五

□日
柄
を
選
み
鎌
倉
よ
り
、
又
改
め
て
嫁
ら
す
る
の
じ
ゃ
°

る

＂

＼

た

さ

せ

政
「
存
じ
が
け
な
く
種
々
の
御
馳
走
。
此
度
は
心
も
急
け
ば
、

追
つ
て
上
京
い
た
す
時
、
緩
々
お
礼
申
て
ご
ざ
ら
う
。

政
「
時
に
御
家
来
、
何
刻
じ
や
の
。
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均

R
9ハト
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)．L
 

§
t久

”
9
A

さ
ら
キ
？
2
よ
う
ろ

L
9
‘
,

芥
い
と
え
り
を

2
文
し
b
ぶ

S
h
t

み
姜

à`A-

戸
蒻
籍

紅
諄
且
芍

汀
奸
柄

ト
の
二
ち
を
9

ク

か
み

i
i

ゎ
？
こ

t“
ーり。

(
4ウ
•
5

オ

供
人
足
、

政
右
衛
門
の
発
足
を
待
っ
）

い
す
み
あ

―
二
号
(
―1
0二
0
•
三
）

ぐ

ん

や

く

た

く

は

ふ

く

し

や

り
し
か
ば
、
軍
役
の
菩
へ
に
乏
し
か
ら
ず
、
家
中
一
番
の
福
者
な

り
と
て
、
人
み
な
羨
ま
ぬ
者
な
か
り
け
り
。

な
り

そ
の
頃
鎌
倉
の
管
領
、
足
利
成
氏
公
の
家
の
子
に
、
唐
木
政
右

衛
門
【
▼
史
実
の
荒
木
又
右
衛
門
】
と
い
ふ
者
あ
り
。
当
時
剣
術

を
の
こ

の
達
人
と
し
て
、
其
名
高
き
男
な
り
。
も
と
こ
の
政
右
衛
門
は
、

都
の
出
生
に
て
、
年
い
と
若
き
頃
は
、
仁
木
義
長
に
仕
へ
た
り
け

る
が
、
剣
術
次
第
に
極
意
を
極
め
て
、
世
に
肩
を
並
ぶ
る
者
な
き

こ
ん
も
う

に
及
び
て
、
鎌
倉
の
管
領
成
氏
公
、
懇
ろ
に
懇
望
し
給
ひ
て
、
使

た
び

者
の
往
来
度
重
な
り
、
遂
に
仁
木
義
長
よ
り
乞
ひ
受
け
ら
れ
し
程

さ
い
し

に
、
唐
木
は
妻
子
を
伴
ふ
て
、
鎌
倉
へ
赴
き
、
成
氏
公
に
仕
へ
た

り
。
し
か
る
に
こ
の
政
右
衛
門
に
は
、
男
子
な
く
て
娘
二
人
有
。

,
、
’
.
,
｀
'
．
,
．
,
‘
し
．
＇
島
し

0
_

、
,
｀
_
、
’
、
’
.
,
、
’
`
'
．
'
．
,
．
'
、
’
、
'
ヽ
9

鳥

9
"
ー
、
I
•
9
ヽ
9
`
9
`
9
、

し

ゅ

ひ

ま

武
（
武
助
）
「
旦
那
衆
は
ま
だ
暇
が
い
り
ま
せ
う
。
さ
あ

し
ゅ

／
＼
皆
の
衆
、
茶
を
あ
が
れ
／
＼
゜

（
人
足
）
「
美
し
い
嬢
様
を
連
れ
て
戻
る
か
ら
、
こ
の
位
な
事

は
あ
り
う
ち
だ
。

ち
げ

（
人
足
）
「
違
へ
ね
へ
／
＼
゜

（
人
足
）
「
た
つ
／
＼
と
言
っ
て
も
た
4

ぬ
物
は
、
貧
乏
寺
の

本
堂
【
▼
「
建
つ
」
】
と
、
揚
き
た
て
の
の
し
餅
【
▼

な

が

し

け

「
断
つ
」
】
、
△
／
△
長
時
化
の
帆
柱
【
▼
「
立
つ
」
】
、

な
が
し
り

長
尻
旦
那
の
供
待
ち
【
▼
「
発
つ
」
】
だ
。
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

(
5ウ
又
五
郎
、
行
家
に
正
宗
を
預
け
る
）

、f
9
,

．`ヽ

滋mrtiitt忙守7lmmm'礼Ii

い
し
と
ふ
た
あ
い

姉
を
浮
橋
と
名
付
け
て
十
七
オ
、
妹
を
二
藍
と
呼
び
て
十
六
オ
に

あ
ね

な
り
ぬ
。
姉
娘
浮
橋
は
、
幼
き
頃
よ
り
も
と
の
主
君
、
仁
木
殿
の

奥
方
に
、
宮
仕
へ
し
て
あ
り
し
か
ば
、
親
の
唐
木
が
鎌
倉
へ
赴
くと

ゞ

折
、
「
せ
め
て
娘
一
人
を
ば
残
せ
か
し
」
と
て
、
奥
方
懇
ろ
に
留

め
給
ふ
故
に
、
是
非
な
く
浮
橋
を
ば
、
都
へ
留
め
置
き
た
り
し

に
、
既
に
一
一
一
年
の
月
日
経
ち
て
、
」
次
へ
続
く
一

(
3
ウ
・

4
オ）

た
び

／
宮
仕
へ
の
年
季
も
果
て
し
か
ば
、
此
度
唐
木
政
右
衛
門
は
、
浮

ぃ'-ま

橋
が
迎
ひ
と
し
て
都
に
上
り
、
首
尾
よ
く
娘
が
暇
を
給
は
り
、
鎌

倉
へ
伴
ひ
て
、
然
る
べ
き
縁
談
を
、
調
へ
ん
と
ぞ
思
ひ
け
る
。

山
鳥
の

こ

ば

う

ば

し

か
く
て
か
の
加
田
行
家
は
、
磨
木
が
故
朋
輩
と
い
ひ
、
加
田
が

一
子
志
津
馬
は
政
右
衛
門
が
、
剣
術
の
弟
子
に
て
あ
り
し
か
ば
、あ

る
じ

唐
木
す
な
は
ち
、
浮
橋
を
同
道
し
て
、
行
家
が
屋
敷
に
至
り
、
主

親
子
に
、
浮
橋
を
引
あ
は
せ
、
一
別
以
後
の
物
語
な
ど
す
る
に
、

あ
る
じ

主
行
家
は
、
浮
橋
を
つ
く
人
＼
と
見
て
、
「
倅
志
津
馬
も
、
は
や

男
に
な
り
た
れ
ど
も
、
い
ま
だ
縁
談
も
調
は
ず
。
幸
ひ
浮
橋
殿
と

こ

な

た

は
年
頃
も
よ
し
。
曲
げ
て
此
方
の
嫁
に
給
は
れ
か
し
」
と
、
思
ひ

入
て
所
望
す
る
に
ぞ
、
唐
木
も
加
田
親
子
が
事
は
よ
く
知
っ
た
り
、

ひ
と
た
び

婿
に
取
っ
て
不
足
な
け
れ
ば
、
早
速
に
納
得
し
、
「
い
づ
れ
一
度

浮
橋
を
、
鎌
倉
へ
伴
ひ
帰
り
、
妹
二
藍
に
も
対
面
さ
せ
、
改
め
て

送
り
遣
は
す
べ
し
」
と
、
言
ふ
に
行
家
大
き
に
喜
ひ
つ
A

、
ま
づ

婚
姻
の
し
る
し
と
て
、
兼
ね
て
志
津
馬
に
譲
り
与
へ
し
、

（
行
家
）
「
我
ら
方
に
有
時
は
、
い
つ
な
り
と
も
返
し
申
す
。

と
か
く
に
金
子
調
逹
あ
つ
て
、
買
ひ
戻
し
め
さ
れ
。

ゃ

ぜ

ん

（
又
五
郎
）
「
夜
前
盗
賊
忍
び
入
っ
て
、
殿
よ
り
預
か
り
置

く
、
用
金
を
盗
み
取
ら
れ
、
実
に
当
惑
い
た
し
て
ご
ざ

る
。
武
士
に
似
合
は
ぬ
払
ひ
物
と
、
思
し
召
し
も
気
の

毒
な
が
ら
、
亡
き
親
ど
も
と
は
懇
意
の
貴
殿
、
お
見
か

け
申
て
此
仕
合
は
せ
。
面
目
も
な
い
売
り
証
文
、
す
な

い
ん
ざ
や
う

は
ち
印
形
い
た
し
て
ご
ざ
る
。
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い
す
み
あ

―
二
号
（
二
0
二
0
•
三
）

ぢ
う

印
籠
を
二
つ
に
分
け
さ
せ
、
下
の
二
重
を
、
浮
橋
に
贈
ら
せ
て
、

唐
木
親
子
を
も
て
な
し
け
る
。

(
4ウ
•
5

オ
）

こ
A

に
又
行
家
が
、
朋
輩
の
若
侍
に
、
沢
井
又
五
郎
【
▼
史
実

の
河
合
又
五
郎
】
と
い
ふ
者
あ
り
。
彼
が
親
伊
太
夫
と
行
家
と

は
、
竹
馬
の
友
に
て
親
類
の
ご
と
く
、
睦
ま
し
く
し
た
り
し
が
、

又
五
郎
は
、
そ
の
心
ざ
し
親
に
は
似
ず
、
心
あ
く
ま
で
し
ぶ
と
く

や
は
ら

て
、
力
強
く
、
剣
術
柔
は
人
に
優
れ
て
、
常
に
武
芸
を
鼻
に
か
け

ち

よ

っ

か

く

だ

て
、
人
を
直
下
に
見
下
し
け
れ
ば
、
伊
太
夫
亡
く
な
り
て
後
は
、

加
田
も
昔
の
如
く
な
ら
ず
、
又
五
郎
も
又
、
行
家
に
疎
遠
な
り
し

ひ
と

n

み

や

こ

さ

と

が
、
一
人
住
み
の
事
な
れ
ば
、
い
つ
し
か
都
六
条
の
廓
通
ひ
に
、

数
多
の
金
銭
を
使
ひ
失
ひ
、
家
に
伝
は
る
武
具
馬
具
ま
で
、
残
り

し

ろ

さ

と

や

な
く
売
り
代
な
せ
ど
も
、
な
ほ
廓
通
ひ
は
止
む
事
な
し
。
今
は
は

ひ
9

J

-

J

し

や
重
代
の
名
刀
、
正
宗
の
刀
一
腰
に
な
り
ぬ
。
さ
す
が
に
こ
れ
を

商
人
に
、
売
ら
ん
事
残
念
な
れ
ば
、
一
秘
か
に
加
田
を
語
ら
ふ
て
、

売
ら
ば
や
」
と
思
ひ
し
か
は
、
そ
の
刀
を
携
へ
て
、
行
家
が
屋
敷

き
ん
す

に
赴
き
、
様
々
な
る
偽
り
を
述
べ
て
、
金
子
百
両
に
売
り
渡
し
け

り
。
加
田
も
、
「
此
刀
の
事
は
よ
く
知
っ
た
り
」
と
て
、
「
も
し
売

る
も
の
な
ら
ば
、
人
手
に
渡
さ
せ
ん
よ
り
は
」
と
思
ひ
て
、
早
速

金
子
を
渡
し
け
る
。

(
5
ウ）

（
巻
二
）

な

n

こ
4

に
又
鎌
倉
の
管
領
、
成
氏
の
身
内
の
侍
に
、
桜
江
珍
左
衛

門
【
▼
史
実
の
桜
井
半
兵
衛
。
『
乗
掛
合
羽
』
て
は
桜
田
林
左
衛

門
】
と
い
ふ
者
あ
り
。
剣
術
を
言
ひ
立
て
、
二
百
貫
の
知
行
を
給

は
り
、
出
頭
し
て
勤
め
た
り
け
る
に
、
京
都
仁
木
か
家
の
子
に
、

唐
木
政
右
衛
門
と
い
ふ
者
、
剣
術
達
人
の
聞
こ
え
あ
る
に
よ
り
て
、

成
氏
懇
望
し
給
ひ
て
、
既
に
召
し
抱
へ
ら
れ
し
か
ば
、
桜
江
は
い

も
ら

つ
と
な
く
、
主
君
の
用
ゐ
も
薄
く
な
り
、
弟
子
も
次
第
に
離
れ
つ

か
た

＼
大
方
は
唐
木
が
門
人
に
成
ぬ
。
珍
左
衛
門
は
此
事
を
、
無
念

に
は
思
へ
ど
も
、
所
詮
唐
木
と
立
ち
合
ひ
て
、
勝
ち
を
取
ら
ん
事

覚
束
な
し
。
「
い
か
に
も
し
て
成
氏
の
心
に
か
な
ひ
、
一
次
へ
—
蹟

k
」

(
6
オ
）
／
一
前
の
続
き
一
初
め
の
如
く
出
頭
せ
ん
」
と
て
、
秘
か
に

そ
の
た
よ
り
を
窺
ひ
し
に
、
成
氏
の
若
君
、
跨
着
の
祝
儀
あ
ら
ん

と
て
、
そ
の
用
意
を
せ
ら
る
A

に
、
折
節
正
宗
の
刀
を
求
め
給
ヘ

よ
し

ど
も
、
心
に
適
ふ
物
も
な
し
。
し
か
る
に
仁
木
義
長
の
家
の
子
た

い

と

こ

る
、
沢
木
又
五
郎
は
こ
の
珍
左
衛
門
と
、
従
兄
弟
ど
ち
な
れ
ば
、

沢
井
が
家
に
、
正
宗
の
刀
を
所
持
す
る
由
を
、
兼
ね
て
よ
く
知
る

を
も
つ
て
、
此
由
を
、
主
君
成
氏
へ
申
せ
し
か
ば
、
成
氏
大
き
に

み
や
こ

喜
び
給
ひ
、
「
然
ら
ば
汝
都
へ
上
り
て
、
又
五
郎
と
や
ら
ん
を
語

ら
ひ
て
、
早
速
刀
を
差
し
上
ぐ
る
に
お
い
て
は
、
仁
木
義
長
へ
乞

ひ
受
け
て
、
か
の
又
五
郎
を
、
召
し
抱
へ
つ
か
は
す
べ
し
」
と
て
、
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

(
6
オ
又
五
郎
、
珍
左
衛
門
を
語
ら
う
）

路
用
か
た
の
如
く
給
は
り
し
か
ば
、
珍
左
衛
門
は
取
る
物
も
、
取

く
だ
ん

り
あ
へ
ず
都
へ
上
り
て
、
又
五
郎
に
対
面
し
、
「
今
度
件
の
刀
を
、

差
し
出
す
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
し
が
身
の
幸
ひ
の
み
に
あ
ら
ず
、

わ

ど

の

和
殿
鎌
倉
へ
召
し
出
だ
さ
れ
、
知
行
は
思
ふ
ま
4

な
る
べ
し
」
と
、

只
木
に
餅
の
な
る
如
く
、
言
葉
を
飾
り
て
勧
め
し
か
ば
、
又
五
郎

一
議
に
も
及
は
ず
、
早
速
承
知
は
し
た
れ
ど
も
、
彼
の
正
宗
を
ば
、

先
だ
っ
て
加
田
行
家
へ
、
百
金
に
売
り
渡
せ
し
上
は
、
今
さ
ら
取

り
戻
す
手
段
は
な
け
れ
ど
も
、
さ
す
が
に
か
や
う
／
＼
な
り
と
、

あ
と

桜
江
へ
は
言
ひ
が
た
く
て
、
ま
づ
承
知
の
挨
拶
し
、
「
刀
は
後
よ

い
ち
に
ち

り
、
そ
れ
が
し
持
参
す
べ
け
れ
ば
、
一
日
も
早
く
▲
／
▲
た
ち
帰

り
て
、
此
段
を
、
管
領
へ
申
し
上
、
万
事
の
取
り
な
し
頼
み
入

る
」
と
て
、
【
▼
「
事
も
」
脱
力
】
な
げ
に
も
て
な
し
て
、
桜
江

を
ば
鎌
倉
へ
返
し
、
様
々
に
思
案
す
る
に
、
「
買
い
戻
さ
ん
に
は

金
は
な
し
。
た
ゞ
手
短
に
、
か
の
刀
を
盗
み
取
り
、
鎌
倉
殿
へ
差

つ
る

し
上
げ
て
、
我
が
身
の
出
世
の
蔓
に
せ
ん
」
と
、
大
悪
心
を
起
こ

し
つ
＼
あ
る
夜
加
田
が
屋
敷
へ
忍
び
入
、
主
行
家
が
、
寝
屋

の
床
の
間
へ
置
き
た
り
け
る
、
正
宗
の
刀
を
盗
み
取
ら
ん
と
す
る

時
、
行
家
目
寛
め
て
む
つ
く
と
起
き
、
や
に
は
に
取
っ
て
引
伏
せ

て
、
灯
火
に
、
す
か
し
見
れ
ば
こ
は
い
か
に
、
盗
人
は
沢
井
な

り
。
行
家
は
誠
あ
る
老
人
に
て
、
彼
が
親
の
事
な
ど
思
ひ
出
だ
し

つ
＼
さ
す
が
に
こ
れ
を
縛
む
る
に
忍
び
ず
、
:
四
[
〕
（
6
ウ
・

7
オ
）
／
様
々
に
教
訓
し
、
秘
か
に
庭
口
よ
り
帰
し
け
り
。

又
五
郎
は
、
す
で
に
し
損
じ
た
れ
ど
も
、
い
よ
／
＼
悪
心
を
翻

ね

い

さ
ず
、
行
家
が
よ
く
寝
入
り
た
ら
ん
と
思
ふ
頃
、
再
び
塀
を
、
乗

又
（
又
五
郎
）
「
何
事
も
拙
者
が
胸
に
、
委
細
承
知
し
て
ま

じ

じ

っ

た

が

か
り
あ
る
。
時
日
を
違
へ
ず
後
よ
り
持
参
、
貴
殿
は
先
へ

帰
国
せ
ら
れ
よ
。

珍
（
珍
左
衛
門
）
「
刀
さ
へ
差
し
上
め
さ
れ
ば
、
そ
の
身
の

た
が

出
世
は
心
の
ま
入
。
必
ず
手
筈
を
違
へ
め
さ
る
な
。
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ご
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星
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1
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り．つ^
り
h
I
?
4
‘
4人
4
I
/
n
o
A乙
I
n
_
-

s
iゎ

l
fし
↑
ー
ち

6
ん

～翠`
i

ぶ

f
t
-
tぺ
i5と
t
i
t
`
i
<▲

,
'
_
1
1
,
；
！
‘lt:1:,1'9999
・1
,
i
'

，I
I

.

,

(
6ウ
・

7
オ

り
越
え
て
忍
び
入
、
庭
の
飛
び
石
を
引
か
つ
き
て
、
主
が
寝
屋
に

く
だ
ん

窺
ひ
寄
り
、
件
の
石
を
落
と
し
か
け
て
、
行
家
を
打
殺
し
、
つ
ひ

に
正
宗
の
刀
を
、
盗
み
取
っ
て
走
り
出
る
に
ぞ
、
志
津
馬
・
丹
右

あ
る
こ

衛
門
等
、
物
音
に
驚
き
覚
め
、
あ
る
ひ
は
主
が
変
事
に
仰
天
し
、

い
づ
く

あ
る
ひ
は
曲
者
を
追
ふ
て
、
何
処
ま
で
も
と
追
つ
か
く
る
。
中
に

か
た

も
若
党
丹
右
衛
門
は
、
真
つ
先
に
進
み
つ
A

、
暗
き
方
へ
と
逃
げ

た
も
と

出
つ
る
、
又
五
郎
が
右
の
袂
の
、
後
ろ
よ
り
む
つ
と
取
る
、
「
取

ら
れ
て
は
か
な
は
じ
」
と
、
振
り
払
ひ
つ
A

袖
引
ち
ぎ
り
、
行
方

も
知
れ
ず
逃
げ
失
せ
た
り
。

さ
て
火
を
灯
し
て
袖
を
見
る
に
、
又
五
郎
が
定
紋
あ
り
。
「
さ

か

た

き

し

ゅ

う

：

＇

｀

屯

の

て
は
敵
は
沢
井
な
り
」
と
て
、
志
沖
馬
主
従
打
物
取
っ
て
、
又

五
郎
が
屋
敷
へ
押
し
寄
す
る
。

ち

く

て

ん

し

も

ペ

沢
井
は
そ
の
夜
の
内
に
逐
電
し
、
彼
が
僕
束
平
と
い
ふ
者
、
旅

立
ち
の
用
意
し
て
、
た
ゞ
今
走
り
出
で
ん
と
す
る
を
引
捕
ら
へ
、

厳
し
く
又
五
郎
が
行
方
を
責
め
問
ふ
に
、
束
平
が
懐
中
に
密
書
あ

{
、
＼
又
五
郎
を
追
つ
か
け
出
つ
る
、
志
津
馬
が
手
燭
へ
手
裏
剣

う
ち
か
け
、
走
ら
ん
と
す
る
後
ろ
よ
り
、
丹
右
衛
門
が
引

止
む
る
、
袖
ふ
り
切
っ
て
逃
げ
失
せ
た
り
。
こ
の
所
、
始

終
無
言
の
立
ま
は
り
と
見
る
べ
し
。

▼
画
面
左
上
、
志
津
馬
の
名
印
が
抜
け
て
い
る
。
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曲
亭
馬
琴
『
敢
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

9
9

のド
4
月≫

•
1
ー

I

ー
—
’

ー
・
・
・
‘

武
介
、
ゐ
の
は
な
婆
と
争
う
）

ー
，
＇
，
；
~
：
＇
＂

ー

一

り
、
開
き
見
れ
ば
、
鎌
倉
な
る
桜
江
珍
左
衛
門
へ
、
遣
は
す
書
状

さ
い
ご
く

に
し
て
、
我
が
身
の
上
を
書
き
記
し
、
「
ひ
と
ま
づ
西
国
へ
、
身

を
隠
し
て
時
節
を
う
か
ゞ
ひ
、
正
宗
の
刀
を
持
参
し
て
、
鎌
倉
へ

参
る
べ
し
」
と
そ
書
き
た
り
け
る
。
志
津
馬
主
従
こ
れ
を
見
て
、

「
さ
て
は
敵
の
行
方
は
知
れ
た
り
。
此
奴
か
首
を
取
っ
て
何
に
か

は
せ
ん
」
と
て
、
束
平
が
、
耳
を
削
き
て
追
ひ
放
し
、
主
君
仁
木

い
と
ま

殿
へ
、
敵
討
ち
の
暇
を
乞
ひ
受
け
、
▲
／
▲
若
党
玉
石
武
介
【
▼

『
乗
掛
合
羽
』
て
は
、
政
右
衛
門
の
若
党
石
弧
武
助
】
に
は
、
一
急

て
い
た
ら
く

ぎ
鎌
倉
へ
赴
き
て
、
事
の
為
体
を
、
唐
木
氏
に
告
げ
知
ら
せ
よ
。

は

り

ま

ぢ

播
磨
路
に
て
待
ち
合
は
さ
ん
」
と
て
、
こ
れ
を
ば
先
へ
出
で
立
せ
、

ゐ
（
ゐ
の
は
な
婆
）
「
俺
に
逢
ふ
た
が
運
の
尽
き
。

殺
す
、
観
念
し
や
。

な
に

武
（
武
介
）
「
何
や
う
、
小
韻
な
。

（
左
上
。
志
津
馬
主
従
、
束
平
を
問
い
詰
め
る
）

（
志
津
馬
）
「
お
の
れ
知
ら
ぬ
と
て
言
は
さ
で
置
か
ふ
か
。

丹
（
丹
右
衛
門
）
「
サ
ア
又
五
郎
か
行
方
を
ぬ
か
せ
。
ひ
く

と
も
す
る
と
手
は
見
せ
ぬ
ぞ
。

つ
か
（
束
平
）
「
あ
A

言
ふ
と
言
っ
た
ら
言
ふ
は
い
の
。
手

籠
み
に
な
っ
た
ら
し
ょ
事
が
な
い
。
ア
イ
タ
、
ヽ
ヽ
‘

言
ひ
ま
す
／
＼
゜

ひ
ね
り
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‘
,
＇
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＇
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＇
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＇

9
,
9
・

•I·‘ 

政
右
衛
門
、

武
介
と
対
面
）

は

た

、

い

ち

に

A

志
津
馬
は
畑
川
丹
右
衛
門
、
た
ゞ
一
人
を
召
し
連
れ
て
、

凌
9
J

が
後
を
追
つ
か
け
、
播
州
さ
し
て
旅
立
け
り
。

そ

う

れ

う

む

す

め

さ

み

や

こ

〇
唐
木
政
右
衛
門
が
惣
領
娘
浮
橋
は
、
去
ん
ぬ
る
頃
、
都
帰
り

い
ひ
な
づ
け

の
折
加
田
志
津
馬
と
、
許
嫁
せ
ら
れ
し
か
ば
、
し
る
し
の
印
籠
を

秘
蔵
し
て
、
「
今
日
や
迎
へ
の
人
や
来
る
、
明
日
は
便
り
の
あ
る
事

か
」
と
、
心
待
ち
の
み
せ
ら
る
A

程
に
、
口
叫
へ
続
灯
]

(

7

ウ
・

9

ヽ

9
0
9
•
I
•
9
•
1
•
I
•
I
•
I
•
9
•
9
•
I
•
9
`
I
•
9

ヽ

9
•
I
•
I
•
I
•
I
•
9
•
I
•
9
•
I
`
9
`
9
•
I
•
I
•
9
•
1

・

又
五
郎

あ
（
二
藍
）
「
思
ひ
か
け
な
い
事
で
は
あ
る
。

ま

ぁ
「
姉
様
の
本
意
な
さ
を
、
思
ひ
や
る
さ
へ
傷
ま
し
い
。

浮
（
浮
橋
）
「
と
か
く
に
心
ゆ
る
し
か
た
き
は
、
同
家
中
な

と
↓
）

ぢ
ん

る
珍
左
衛
門
。
又
五
郎
が
、
従
兄
弟
と
い
へ
ば
壁
に

耳
。
こ
り
や
と
う
し
た
ら
よ
か
ろ
う
や
ら
。

武
（
武
介
）
「
若
旦
那
に
は
、
す
て
に
敵
打
の
願
ひ
を
上
け

き
ん
／
＼
ほ
つ
そ
く

給
ひ
、
近
々
発
足
▲
／
▲
な
さ
る
A

つ
も
り
。
御
息
女

様
の
縁
あ
れ
ば
、
婿
は
す
な
は
ち
子
も
同
然
。
力
を
合

か
た
き

は
し
て
敵
沢
井
を
、
打
取
ら
せ
て
給
は
ら
は
、
牧
々

ま
で
の
身
の
大
慶
。
ひ
と
へ
に
頼
み
上
げ
ま
す
る
。

政
（
政
右
衛
門
）
「
我
も
さ
は
思
へ
ど
も
、
事
速
や
か
に
埒

明
か
ぬ
、
仕
官
の
習
ひ
力
及
ば
ず
。
い
つ
れ
志
津
馬
に

こ
9

―
つ
て

鎌
倉
へ
、
忍
び
や
か
に
来
た
ら
れ
よ
と
、
言
伝
て
お
く

り
や
れ
。
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曲
亭
馬
琴
一
「
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

、
p
p
/
1

ふ
た
あ
、

8
オ
）
／
妹
二
藍
に
、
志
津
馬
が
事
を
言
ひ
出
て
、
待
つ
に
久
し

き
日
を
送
る
に
、
思
ひ
も
か
け
ず
都
よ
り
、
加
田
が
若
党
王
石
武

あ
く
ぎ
や
う

介
飛
脚
に
来
て
、
沢
井
又
五
郎
が
悪
行
、
行
家
か
変
死
の
事
を
、

告
け
知
ら
せ
さ
て
言
ふ
や
う
、
「
そ
れ
が
し
都
を
立
け
る
日
、
田

村
川
の
あ
な
た
な
る
、
と
あ
る
田
舎
に
宿
り
し
に
、
此
所
は
敵

ょ
A

ふ

る

さ

と

く

だ

ん

又
五
郎
が
乳
母
、
ゐ
の
は
な
婆
が
故
郷
に
て
、
件
の
婆
も
、
又
五

ゎ
ざ
ば
ひ

郎
が
事
に
よ
り
て
、
身
に
禍
の
、
か
A

る
事
も
や
と
危
ぶ
み
つ

¥
、
そ
の
日
都
を
逐
電
し
て
、
逃
け
帰
り
た
る
に
行
き
会
ふ
た

ぎ
の
｀
ャ

り
。
『
這
奴
は
又
五
郎
を
、
も
り
育
て
昨
日
ま
て
も
、
沢
井
が
屋

敷
に
あ
り
し
者
な
り
。
引
捕
ら
へ
て
詮
議
せ
ば
、
敵
の
行
方
を
知

と
ゞ

る
由
あ
ら
ん
』
と
、
思
へ
ば
や
が
て
呼
び
止
め
、
事
の
ま
こ
と
を

マ

ば

か

あ

く

ば

尋
ね
問
ふ
に
、
思
ひ
の
外
な
る
悪
婆
に
て
、
か
へ
つ
て
そ
れ
が
し

を
、
『
敵
の
片
割
れ
な
り
』
と
罵
り
、
懐
剣
を
引
抜
き
て
、
無
二

9
1

ざ
＾
～

無
三
に
切
っ
て
か
．
A
れ
ば
、
や
む
事
を
得
ず
し
ば
ら
く
戦
ひ
、
つ

い
に
首
を
打
落
と
し
、
事
は
じ
め
の
手
上
産
に
、
持
参
し
て
候
」

と
述
へ
終
は
り
、
志
津
馬
が
書
状
と
ゐ
の
は
な
が
、
首
を
取
り
出

し
う
せ
う

だ
し
て
見
せ
け
れ
ば
、
浮
橋
か
愁
傷
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
政

へ
も
．
＾
き
A

右
衛
門
聞
て
眉
を
ひ
そ
め
、
「
こ
の
婆
を
殺
さ
ず
は
、
又
五
郎
逐

電
す
る
と
も
、
必
ず
そ
こ
へ
訪
ね
来
て
、
身
を
寄
す
る
事
も
あ
ら

ん
に
、
武
介
は
は
か
り
ご
と
を
し
損
し
た
り
。
ゐ
の
は
な
既
に
討

た
れ
ぬ
と
聞
か
ば
、
敵
は
ま
す
／
＼
遠
く
走
り
て
、
急
に
は
あ
り

か
を
知
り
が
た
か
ら
ん
。
し
な
し
た
り
／
＼
一
と
呟
き
っ
A

、
す

し↑
J

ヽ

ぐ
に
返
事
を
書
き
認
め
、
次
の
日
武
助
を
帰
し
け
り
。

0
こ
A

に
桜
江
珍
左
衛
門
は
、
去
ん
ぬ
る
頃
正
宗
の
刀
の
事
を
、

'
、
だ
ん

沢
井
又
五
郎
に
約
束
し
て
、
急
ぎ
鎌
倉
へ
た
ち
帰
り
‘
件
の
刀
は
、

ひ

さ

う

こ
と
に
秘
蔵
の
物
な
れ
ば
、
主
君
仁
木
に
し
は
ら
く
の
、
身
の

い
と
ま

暇
を
申
受
け
、
又
五
郎
こ
れ
を
携
へ
て
、
急
ぎ
は
せ
参
る
べ
き
由

を
申
し
け
れ
は
、
成
氏
~
，
続
く](
8ウ
•
9

オ
）
／
大
き
に
喜

ひ
給
ひ
、
専
ら
沢
井
を
、
待
ち
給
ふ
に
つ
ひ
に
来
た
ら
ず
。
若
君

は
か
ま
ぎ

袴
着
の
日
限
、
は
や
今
日
と
い
ふ
そ
の
日
に
至
り
て
、
手
筈
全
て

相
違
せ
し
か
は
、
珍
左
衛
門
大
き
に
迷
惑
し
、
粗
忽
の
事
を
申
せ

と
が

し
科
に
よ
っ
て
、
出
仕
を
止
め
ら
れ
、
引
籠
り
て
ぞ
ゐ
た
り
け
る
。

し
か
る
に
桜
几
珍
左
衛
門
は
、
年
一
二
十
四
の
今
年
ま
で
、
い
ま

だ
定
ま
る
妻
は
な
く
て
、
た
ゞ
色
好
み
の
痴
れ
者
な
れ
ば
、
い
つ

し
か
唐
木
が
娘
、
浮
橋
に
心
を
か
け
、
忍
び
'•• 
＼
に
艶
書
を
送
る

と
い
へ
ど
も
、
浮
橋
い
か
て
か
手
に
取
る
べ
き
、
い
つ
も
其
ま
4

返
さ
れ
し
か
は
、
珍
左
衛
門
堪
へ
か
ね
て
、
媒
を
も
つ
て
政
右
衛

も

ん

こ

ん

も

う

門
に
、
娘
を
懇
望
の
由
を
言
は
す
る
に
、
唐
木
は
桜
正
が
、
人
と

し
ひ
な

な
り
を
憎
む
の
み
な
ら
ず
、
浮
橋
は
、
す
て
に
加
田
志
津
馬
と
許

嫁
し
た
れ
ば
、
い
さ
A

か
も
取
り
あ
は
ず
、
厳
し
く
断
り
に
及
び

し
か
は
、
珍
左
衛
門
、
い
よ
／
＼
遺
恨
の
胸
を
焦
が
し
、
殊
に
此

頃
は
、
引
籠
り
て
あ
る
事
な
れ
は
、
浮
橋
か
事
を
の
み
、
思
ひ
続
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9ウ
・

10オ
束
乎
、
珍
左
衛
門
の
も
と
へ
至
る
）

抄附祖讃滋I
I 

い
す
み
あ

―
二
号
（
二
0

―
1
0
•
三
）

け
て
日
を
送
り
ぬ
。

さ
れ
ば
此
桜
江
が
屋
敷
は
、
暦
木
か
屋
敷
と
軒
を
並
べ
て
、
そ

中
心
‘
↓

i"-

の
間
遠
か
ら
ず
。
か
く
て
あ
る
夜
の
事
な
る
に
、
大
き
な
る
鼠
一

ほ

ぐ

か

た

匹
、
巣
を
作
ら
ん
と
て
か
反
故
を
姪
え
て
、
隣
の
方
よ
り
出
来
り
、

な

げ

し

桜
江
が
納
戸
な
る
、
長
押
を
渡
ら
ん
と
す
る
所
を
、
珍
左
衛
門
持

ニ』

っ
た
る
扇
を
、
投
げ
か
け
て
打
ち
落
と
し
、
何
心
な
く
、
か
の
反

故
を
開
き
見
る
に
、
都
な
る
加
田
志
津
馬
が
方
よ
り
、
唐
木
へ
送

つ
ま
び

り
し
自
筆
の
状
に
て
、
行
家
が
変
死
、
又
五
郎
が
事
、
詳
ら
か
に

は
ん
と
さ

記
し
た
り
。
珍
左
衛
門
は
こ
れ
を
見
て
、
呆
る
A

事
半
刻
ば
か
り
、

っ
＜
／
＼
と
思
案
す
る
に
、
「
又
五
郎
既
に
行
家
を
、
殺
し
て
逐

て
し電

し
た
ら
ん
に
は
、
正
宗
の
刀
の
事
、
い
づ
れ
の
日
に
か
持
参
す

べ
き
。
し
か
る
時
は
、
我
が
身
の
破
滅
こ
A

に
迫
れ
り
。
所
詮

に
が

2l9]

謀
を
も
つ
て
、
浮
橋
を
誘
ひ
出
だ
し
、
彼
を
携
へ
て
、
逐
電
せ

ん
」
と
思
案
を
定
め
、
志
津
馬
が
手
跡
を
よ
く
似
せ
て
、
一
通
の
文

]
>
し
べ
つ
か

を
書
く
折
か
ら
、
沢
井
が
僕
束
平
は
、
一
次
へ
続
く
一

(
9
ウ
・

10

＇‘ー、'“,、'`
＇陶'、'、’、’。’ヽ
9、’0,、’陶'、’、9̀
9‘,`
'゚

（
束
平
）
「
お
見
忘
れ
な
さ
れ
ま
し
た
か
、
下
郎
め
は
先
だ
っ

て
、
京
で
お
目
に
か
A

り
ま
し
た
る
、
束
平
で
ご
ざ
り

ま
す
。

（
珍
左
衛
門
）
「
又
五
郎
が
忍
び
の
使
ひ
か
。
鼠
の
悪
さ
で
此

方
も
、
よ
く
承
知
し
て
を
る
て
や
。
秘
か
に
／
＼
。
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(10ウ

，
 

LI~~I 

ご
’
,
'

オ
）
／
辛
き
命
を
助
か
り
て
、
鎌
倉
へ
逃
げ
来
た
り
、
又
五
郎
が

か
だ
さ

事
の
趣
、
志
津
馬
が
敵
討
ち
に
出
る
事
ま
て
、
珍
左
衛
門
に
告
げ

ば
か
り
ご
と

し
か
は
、
珍
左
衛
門
は
束
平
に
、
謀
を
囁
き
て
、
志
津
馬
が
使

に
せ

ひ
に
い
て
た
A

せ
、
か
の
偽
文
を
も
た
ら
し
て
、
秘
か
に
浮
橋
に

渡
せ
と
て
、
唐
木
が
屋
敷
へ
遣
は
せ
し
に
、
折
も
よ
く
浮
橋
が
腰

{
+
．
i

,

)

で

元
、
木
綿
垂
と
い
ふ
女
庭
口
に
あ
り
、
束
平
や
が
て
志
津
馬
よ
り
、

く
だ
ん

忍
び
の
使
ひ
と
偽
り
て
、
件
の
文
を
渡
せ
し
か
ば
、
浮
橋
は
、
取

る
手
遅
し
と
開
き
見
る
に
、
ま
つ
懐
か
し
き
、
心
の
限
り
を
哀
れ

か
た
さ

に
述
べ
、
「
敵
を
尋
ぬ
る
旅
の
空
は
、
い
つ
を
限
り
に
帰
る
と
も

木
綿
垂
、
手
紙
を
取
り
次
ぐ
）

定
め
ず
、

ん
た
め
、

ヽ

＼
 

▲
／
▲
ぁ
ひ
見
ん
事
の
難
け
れ
は
、
忍
び
て
物
を
申
さ

駿
河
の
昔
瀬
川
ま
て
下
り
ぬ
。
秘
か
に
家
を
抜
け
出
で

こ
な
た
へ
来
給
へ
、
対
面
の
上
、
言
ふ
こ
と
あ
り
一
と
書
い

づ
さ

た
れ
ば
、
恋
し
と
思
ふ
男
の
玉
章
、
心
も
い
と
ゞ
浮
橋
が
、
深
き

思
案
に
及
ば
A

こ
そ
、
「
早
く
志
津
馬
に
会
は
ん
」
と
て
、
木
綿

垂
一
人
供
に
し
て
、
束
平
に
案
内
さ
せ
、
黄
瀬
JII
さ
し
て
走
り
け

こ
う

り
。
恋
は
思
案
の
外
と
は
い
へ
と
、
い
と
苫
々
し
き
事
ど
も
也
。

(10
ウ）

束
（
束
平
）
一
志
津
馬
様
よ
り
忍
び
の
使
ひ
。
浮
橋
様
へ
上

げ
て

F
さ
れ
。
旦
那
殿
へ
知
ら
せ
ま
い
ぞ
や
。

ゆ
（
木
綿
垂
）
「
忍
ひ
の
お
使
ひ
と
あ
れ
ば
心
得
ま
し
た
。

木
陰
に
隠
れ
て
ゐ
さ
し
ゃ
ん
せ
。

束
「
承
知
々
々
。
早
く
お
返
事
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。
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(11オ
珍
左
衛
門
、
浮
橋
を
脅
す
）

（
巻
三
）

桜
江
珍
左
衛
門
は
兼
ね
て
よ
り
、
逐
屯
の
用
怠
し
て
、
秘
か
に

諸
道
具
を
売
り
払
ひ
、
み
な
金
に
し
て
路
用
と
し
、
「
又
五
郎
と

―
つ
に
な
り
、
西
国
に
て
身
を
立
て
ん
」
と
て
、
そ
の
夕
暮
れ
に

宿
所
を
忍
び
出
て
、
車
田
の
松
原
に
て
、
束
平
を
待
つ
程
に
、
浮

橋
は
木
綿
垂
も
ろ
共
、
束
平
に
導
か
れ
、
「
早
く
志
津
馬
に
会
は

が
た

ん
」
と
て
、
箱
根
の
方
へ
赴
け
ば
、
思
ひ
も
か
け
ぬ
松
陰
よ
り
、

ふ
み
に
ナ
ミ
・
ふ
で

珍
左
衛
門
現
れ
出
て
、
「
志
津
馬
が
文
を
偽
筆
し
て
、
そ
も
じ
を

お
う

お
び
き
出
せ
し
は
、
い
や
て
も
応
て
も
、

□
5
へ
贖□
〗
(
1
1オ
）
／

い
す
み
あ

―
二
号
(
-
―

□-
0

行
き
か
け
の
駄
貨
に
連
れ
て
逃
げ
る
。
さ
あ
歩
み
給
へ
」
と
手
を

L
ゆ
，
9

取
れ
ば
、
土
を
見
兵
似
に
束
平
も
、
木
綿
垂
を
引
抽
ら
へ
、
髭
む

ゎレ
C

が

し

く

さ

し
や
く
し
や
な
る
穎
寄
せ
て
、
頬
ず
り
さ
る
A

臭
さ
け
憎
さ
、

の

お

に

っ

た

払
ひ
退
け
て
も
突
き
退
け
て
も
、
柳
に
ま
つ
は
る
鬼
蔦
に
、
引
止

せ
ん
か
た

め
ら
れ
て
詮
方
な
く
、
浮
橋
は
懐
剣
引
抜
き
、
珍
左
衛
門
に
突
き

か
く
る
を
、
叩
き
落
と
し
て
大
に
怒
り
、
「
と
て
も
心
に
従
は
ず

は
、
生
け
お
い
て
人
の
花
と
、
眺
め
さ
せ
ん
も
妬
ま
し
い
。
ば
ら

9

ヽ

9
`
9
`
9

、
▲

'
‘
l
•
9
`
9
.
,

．
＇

•
9

ヽ

9
.
,

｀

9
•
9
‘
,

．
，
．
,
．
，

•
9
`
9
•
9
•
9
•
9
•
9

、

9
.

し

ゃ

う

ば

ん

し

も

ざ

ま

束
（
束
平
）
一
此
束
平
も
旦
那
の
相
伴
。
下
様
は
下
様
同
土
、

ち
ょ
っ
と
手
付
け
に
柔
ら
か
な
、
頬
ず
り
ほ
と
の
血
の

せ
う
ね

涙
、
洛
ち
て
性
根
【
▼
情
事
の
用
手
】
に
な
り
な
さ
い

゜

ー

い
や
ら
し
い
、

そ

が
だ

（
木
綿
垂
）
「
こ
れ
滅
相
な
大
蝙
り
。

こ
放
し
や
。

:』
[
J

ふ
で

浮
（
浮
橋
）
一
さ
て
は
志
津
馬
様
の
偽
筆
し
て
、
お
び
き
出

だ
せ
し
珍
方
衛
門
。
御
身
と
て
も
又
五
郎
が
、
従
兄
弟

が
た
き

と
い
へ
は
敵
の
片
割
れ
。
汚
ら
は
し
い
、
そ
こ
退
き
や
。

珍
（
珍
左
衛
門
）
「
応
と
言
へ
ば
駕
籠
に
乗
せ
て
、
こ
A

か

ら
す
く
に
連
れ
て
逃
け
る
。
い
や
と
言
へ
は
、
此
だ
ん

び
ら
が
ど
て
つ
腹
へ
、
ぐ
っ
さ
り
と
お
見
舞
い
中
ス
。

色
よ
い
返
事
は
ど
う
だ
／
＼
゜

ゆ
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(11
ウ
・

12オ
浮
橋
の
臨
終
）

ー

i
,
・
c
i
.
.
9
9
9
9
,
J
'』
.
.
，

9,9,
_
_
 

1

'

・

"

i

1

,
；

．

i
 

し
て
く
れ
ん
」
と
桜
江
が
、
朱
鞘
の
刀
抜
く
手
も
見
せ
ず
、
浮
橋

た
ふ

が
肩
先
よ
り
、
乳
の
上
か
け
て
斬
り
倒
せ
ば
、
「
あ
は
や
」
と
驚

く
木
綿
垂
か
、
声
を
限
り
に
一
生
懸
命
、
「
人
殺
し
／
＼
」
と
、

ふ
た
こ
ゑ

二
声
三
声
呼
は
せ
も
果
て
ず
、
「
音
な
立
て
そ
」
と
束
平
が
、
だ

た
ふ

ん
び
ら
抜
い
て
斬
り
倒
す
、
折
か
ら
来
た
る
人
影
に
、
桜
江
は
と

さ
＼

ゞ
め
も
刺
ず
、
刀
の
の
り
を
お
し
拭
ひ
、
束
平
に
目
配
せ
し
て
、

な
ま
じ

I
.
,

．
,
．
,
．

‘
•
I
.
,

．
,
．
,
｀
'
、
’
、
’
.
,
．
,
．

,
•
9
•
9

ヽ

9
.
,

．
,
．

I
•
9
•
9

ヽ

9
.
,

｀

9
•
9

、

9

ヽ

9

ヽ

9
.

に
せ
ふ
で

（
政
右
衛
門
）
「
げ
に
も
真
つ
赤
な
志
津
馬
が
偽
筆
。
娘
の

か
た
き

敵
は
珍
左
衛
門
。
ひ
と
足
違
ふ
て
残
念
々
々
。

,
L
)
な
づ

t

浮
（
浮
橋
）
「
許
嫁
て
も
婚
姻
せ
ぬ
、
男
に
会
は
ん
と
親
に

し

で

も
告
げ
ず
、
忍
び
出
た
る
身
の
過
ち
。
は
か
な
く
死
出

の
山
鳥
の
、
長
き
別
れ
に
形
見
の
印
籠
、
二
重
は
こ
A

、
'e
と

ひ

と

n

に
二
世
の
縁
、
ま
こ
と
の
妹
に
結
ば
し
て
、
一
人
赴
く

十
万
億
士
。
草
葉
の
陰
か
ら
志
津
馬
様
の
、
め
て
た
＜

か
セ
き

敵
討
ち
お
ほ
せ
、
栄
え
給
ふ
を
願
ふ
の
み
。
と
は
言

え
一
目
男
の
顔
を
、
わ
し
や
見
て
死
た
い
、
死
に
た
い

は
い
の
ふ
。い

ま

は

さ

わ

あ
(
-
―
藍
）
「
今
際
の
際
ま
て
夫
の
事
、
こ
の
二
藍
が
事
ま

て
も
、
言
ひ
残
し
給
ふ
姉
様
は
、
貞
女
の
鏡
、

い
に
、
残
る
此
身
か
疎
ま
し
い
。

▼
画
面
左
上
に
、
逃
走
す
る
珍
左
衛
門
主
従
。
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脇
道
よ
り
ぞ
逃
げ
失
せ
た
り
。

へ

も

ん

ふ

た

さ
る
程
に
唐
木
政
右
衛
門
は
、
宿
願
の
旨
あ
っ
て
、
此
日
娘
ニ

ぁ，．藍
を
伴
ひ
、
白
幡
明
神
へ
参
詣
し
、
そ
の
夕
暮
れ
に
家
路
へ
と
、

か，｝
0
:

わ

く

る

支

足
弱
を
、
急
が
し
つ
A

帰
り
し
に
、
車
田
の
松
原
に
、
斬
ら
れ
た

る
女
二
人
あ
り
、
立
ち
寄
り
見
れ
ば
こ
は
い
か
に
、
一
人
は
娘
浮

ゅ

ふ

L
で

橋
な
り
、
今
一
人
は
、
腰
元
木
綿
垂
に
て
あ
り
し
か
ば
、
親
子
は

慌
て
ふ
た
め
き
っ
A

、
様
々
に
呼
び
生
く
る
に
、
木
綿
垂
は
、
急

所
を
し
た
A

か
に
突
か
れ
た
れ
ば
、
五
体
既
に
冷
え
固
ま
り
ぬ
。

面
べ
]
(
1
1

ウ
・

12
オ
）
／
浮
橋
は
胸
の
所
、
少
し
温
か
な
り
し
か

ば
、
気
付
け
を
口
に
注
ぎ
入
、
介
抱
時
を
移
す
に
ぞ
、
浮
橋
や
う

い
も
と

1
,
/

＇
＼
生
き
出
で

A

、
父
と
妹
を
一
目
見
て
、
は
ら
／
＼
と
涙
を
流

し
、
「
面
目
な
や
父
上
・
妹
。
月
頃
日
頃
恋
し
い
と
、
思
ふ
男
の

玉
章
と
、
思
ひ
過
ち
桜
江
に
、
お
び
き
出
だ
さ
れ
あ
ま
っ
さ
へ
、

あ
へ
な
い
最
期
も
牧
が
身
の
い
た
づ
ら
。
志
津
馬
様
よ
り
使
ひ
は

来
る
と
も
、
親
に
は
告
げ
ず
忍
び
出
し
、
不
孝
の
罪
は
犬
の
責
め
。

,
3
な

っ

？

え

に

し

許
嫁
と
い
ふ
の
み
に
て
、
赤
は
で
此
ま
4

死
別
れ
、
妹
背
の
縁

消
え
果
て
な
は
、
父
上
も
又
志
津
馬
様
の
、
助
太
刀
し
給
ふ
縁
も

よ

み

ち

な
し
。
し
か
れ
は
い
と
ゞ
貨
束
な
き
、
夫
の
身
の
卜
黄
泉
路
の
辟

い

も

と

め

あ

は

り
。
せ
め
て
妹
を
妾
に
替
え
て
、
志
津
馬
様
に
要
せ
給
は
ゞ
、
や

つ
ば
り
変
は
ら
ぬ
婿
舅
。
世
の
中
広
く
助
太
JJ
し
て
、
敵
沢
井
を

ひ

と

へ

ゃ

＂

討
た
せ
て
た
べ
。
偏
に
願
ひ
上
げ
ま
す
る
」
と
、
息
の
下
な
る
遺

い
す
み
あ

―
二
号
（
二

0
二
〇

、
も
と

取
り
出
で
4

妹
に
渡
し
、

そ

げ
ん言

に
、
肌
身
離
さ
ぬ
形
見
の
印
籠
、

の
ま
A

息
は
絶
え
に
け
り
。

か

た

さ

ら

0
加
田
志
津
馬
は
、
其
折
か
ら
敵
討
ち
の
、
願
ひ
早
速
に
許
り
た

、
と
ま

れ
は
、
武
助
が
鎌
倉
よ
り
、
帰
る
を
待
つ
に
暇
な
く
、
▲
／
▲
畑

あ
と

川
丹
右
衛
門
、
只
一
人
召
し
連
れ
て
、
又
五
郎
が
後
を
追
つ
か
け
、

播
磨
の
方
へ
急
ぎ
つ
＼
、
遠
近
と
尋
ぬ
れ
ど
も
、
敵
の
あ
り
か
絶

ヘ

め

ぐ

3
と
ヽ
せ

え
て
知
れ
ず
。
そ
れ
よ
り
四
国
・
西
国
を
経
巡
り
て
、
一
年
余
り

み

や

こ

か

た

を
旅
路
に
送
り
、
余
り
に
沢
井
を
求
め
か
ね
て
、
都
の
方
へ
立
帰

る
に
、
月
右
衛
門
が
申
す
に
は
、
「
鎌
倉
の
管
領
、
成
氏
公
の
侍

ど

―
J

に
、
桜
江
珍
左
衛
門
と
い
ふ
者
は
、
ま
さ
し
く
又
五
郎
が
従
兄
弟

9
た
き

な
り
。
し
か
れ
ば
敵
は
鎌
倉
に
、
隠
れ
を
る
事
も
あ
る
べ
し
。
こ

し
う
と

3
レ‘

と
に
一
家
中
な
る
唐
木
氏
と
は
、
婿
関
の
縁
を
は
す
れ
は
、
一
ま

と
彼
の
地
へ
立
越
え
て
、
唐
木
氏
に
身
を
寄
せ
給
は
ゞ
、
便
宜
の

井
有
べ
し
」
と
勧
め
し
か
は
、
志
律
篤
は
こ
れ
に
従
ひ
て
、
鎌
含

へ
赴
き
、
弗
木
政
右
衛
門
に
対
面
し
て
、
去
年
よ
り
中
国
・
西
田

を
、
経
巡
り
し
に
敵
の
あ
り
か
、
知
れ
ざ
る
由
を
う
ち
嘆
き
、
さ

ち
く
て
ん

て
桜
江
が
事
を
聞
く
に
、
政
右
衛
門
は
、
桜
江
が
逐
電
せ
し
、
そ

の
為
体
を
物
語
り
、
「
敵
又
五
郎
は
覚
え
あ
る
、
曲
者
な
る
に

和
殿
が
腕
も
、
固
ま
ら
ぬ
身

i

つ
に
て
、
彼
を
討
た
ん
は
い
と
危

ゎ

r
の
A

う
し
。
我
も
助
太
刀
せ
ん
と
思
へ
ど
、
和
殿
の
行
方
を
、
知
ら
ざ

る
故
に
黙
し
た
り
。
ゆ
る
I
!
＼
逗
留
し
て
、
ま
づ
剣
術
梧
古
し
給
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9

9
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,

J
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『
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，
 

fi碍む
外

K
'

，t
h
3り
ど

7“

tk-

＾1ー・マ
9v̀
5さ
s
f

ら
L

I

さ

t
を
§
う
や

必
粁
紆
位
衿
Q

↓
札
ふ
村
が
バ

こ

鵬

！
 

わ
b
k

9
l
¥
uぃ
＊

tて
{
c
i
.

佃

uii噌
開
讃
爛
}

杵

紺

妍

翡

f

々

て
；
う
L
＼

と

ゞ

ご

と

へ
」
と
て
、
志
津
馬
主
従
を
留
め
お
き
、
日
毎
に
剣
術
の
、
極
意

を
伝
授
し
た
り
け
る
。

し
か
れ
ど
も
政
右
衛
門
は
、
思
ふ
旨
あ
る
に
よ
っ
て
、
許
嫁
の

浮
橋
が
、
桜
江
に
殺
さ
れ
た
る
、
由
を
ば
志
津
馬
に
知
ら
せ
ず
。

お
と弟

娘
の
二
藍
は
、
そ
の
年
―
つ
劣
り
に
て
、
顔
ば
せ
も
、
よ
く
浮

橋
に
似
た
れ
ば
、
す
な
は
ち
二
藍
を
、
浮
橋
な
り
と
て
引
合
は
す

る
に
、
志
津
馬
は
先
年
都
に
て
、
た
ゞ
一
度
の
み
な
ら
て
は
、
浮

橋
を
見
ざ
り
し
か
ば
、
妹
の
二
藍
を
浮
橋
な
り
と
、
思
ひ
つ
A

日

、`
f
-

な．一こ'

を
送
る
に
、
許
嫁
と
は
い
ひ
な
が
ら
、
大
望
あ
る
身
は
か
り
そ
め

あ
い
／
＼

に
も
、
み
だ
り
が
は
し
き
振
る
舞
ひ
を
せ
ず
。
二
藍
か
愛
々
し
く
、

も
の
言
ふ
を
気
疎
く
思
ひ
て
、
い
つ
も
つ
れ
な
く
も
て
な
せ
ば
、

思
ひ
か
ね
て
や
人
目
を
忍
ひ
、
娘
は
志
津
馬
が
袂
を
引
き
て
、
恨

9

ヽ

9

、

9

ヽ

9

陶

9
`
9

、

9

ヽ

9

ヽ

9
`
9

陶

9

陶

9
`
9

、

9
0
9

ヽ

9
`
9
0
9

嶋

9

ヽ

9

、

9

ヽ

9

、

9
`
9
`
9
0
9
•
1

、

9
•
I
•
9
.

さ
げ
し

あ
（
一

1

藍
）
「
女
だ
て
ら
に
屏
か
ま
し
い
と
、
お
棧
み
は
承

知
な
れ
ど
、
世
界
晴
れ
た
る
私
が
殿
御
。
世
に
敵
討
ち

.
}
3
な
づ
け

す
る
者
は
、
許
嫁
の
女
房
て
も
、
ー
つ
に
寄
ら
れ
ぬ
も

の
か
い
な
。
は
な
れ
だ
み
の
印
籠
も
、
―
つ
に
合
は
し

さ
4

み
ち

て
給
は
ら
ば
、
癌
の
根
を
切
る
気
の
薬
。
●
／
●
効
道

見
せ
て
下
さ
り
ま
せ
。

し
（
志
津
馬
）
「
み
だ
り
が
は
し
い
、
こ
れ
は
し
た
り
。
お

た
し
な
み
な
さ
れ
い
。
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い
す
み
あ

―
―
一
号
(
―1
0―
1
0
•三
）

め
し
げ
に
涙
ぐ
み
、
「
許
嫁
し
よ
り
は
や
一
一
年
、
思
ひ
寄
り
な
き

舅
殿
、
落
命
に
よ
っ
て
祝
言
せ
ず
、
こ
と
に
一
次
へ
続
く
一

(12
ウ
・

13
オ
）
／
お
行
方
知
れ
ざ
れ
ば
、
心
に
か
A

る
朝
な
夕
な
、
慰
め

か
ね
し
形
見
の
印
籠
、
思
へ
ば
恋
の
山
鳥
の
、
夜
は
分
か
れ
し
ひ

と
り
寝
を
、
不
憫
と
は
思
さ
ず
や
。
人
目
を
忍
び
世
を
憚
り
、
ま

こ
と
の
祝
言
ま
だ
せ
ず
と
も
、
一
っ
住
ま
ゐ
に
あ
り
な
が
ら
、
他

人
向
き
な
る
切
り
口
上
、
そ
れ
が
男
の
情
か
い
な
。
只
か
り
そ
め

の
捨
て
言
葉
に
、
女
房
ど
も
と
言
ふ
た
と
て
、
咎
む
る
人
も
あ
る

ま
い
に
、
つ
れ
な
い
わ
い
な
」
と
も
つ
れ
寄
り
、
離
れ
が
た
く
そ

見
へ
に
け
る
。

こ
と
わ

n

志
津
馬
は
や
が
て
取
っ
て
突
き
退
け
、
「
御
身
か
恨
み
は
理
な

か
た
き

れ
と
も
、
父
の
敵
を
願
ふ
者
は
、
家
を
忘
れ
恩
愛
を
、
捨
て
ね
は

本
意
は
遂
げ
が
た
し
。
し
ば
ら
く
時
節
を
待
ち
給
へ
」
と
、
様
々

さ
4`

に
説
き
諭
せ
ど
も
、
二
藍
さ
ら
に
聞
分
け
ず
、
「
さ
ま
で
嫌
は
せ

ぁ

ゃ

に

く

い

づ

，

ヽ

給
ふ
な
ら
ば
、
な
ほ
生
憎
に
付
き
ま
つ
は
り
、
何
処
ま
で
も
離
れ

は
せ
ず
。
そ
れ
を
憎
し
と
思
ひ
給
は
ゞ
、
早
く
御
身
が
手
に
掛
け

ナ

し

き

て
、
殺
し
て
た
べ
」
と
身
を
突
き
つ
け
、
思
ひ
切
る
へ
き
気
色
な

い
ひ
な
づ
け

け
れ
ば
、
志
津
馬
も
ほ
と
ん
ど
持
て
余
し
、
「
許
嫁
の
妻
に
も
せ

か

た

き

あ

だ

よ
、
敵
討
ち
の
邪
廃
す
る
女
、
助
け
置
い
て
は
此
身
の
仇
。
観
念

や
い
ば

あ
れ
」
と
脅
し
の
刃
、
引
抜
け
ば
な
ほ
恐
れ
ず
、
「
愛
し
い
殿
御

か
S

の
手
に
掛
り
、
今
の
思
ひ
を
や
る
瀬
が
あ
ら
ば
、
命
は
さ
ら
／
＼

惜
し
か
ら
ず
。
早
く
殺
し
て
／
＼
」
と
、
覚
悟
の
体
に
今
さ
ら
に
、

抜
き
た
る
刀
せ
ん
方
な
く
、
既
に
討
た
ん
と
振
り
上
ぐ
る
、
襖
の

あ
、
、
お
ひ

あ
な
た
に
声
高
く
、
「
あ
い
に
相
生
の
松
、
風
さ
つ
／
＼
の
声
そ

あ
る
•
)
う
た

1

楽
し
む
一
と
、
主
唐
木
が
小
謡
に
、
携
へ
出
づ
る
祝
儀
の
嶋
台
、

ふ

た

り
二
人
が
中
へ
お
し
直
し
、
「
年
な
ほ
若
き
婿
志
津
馬
、
一
旦
色
に

迷
ふ
事
あ
ら
ば
、
大
敵
は
、
打
が
た
し
と
危
ぶ
み
思
へ
ば
、
秘
か

こ

な

た

に
娘
に
言
ひ
つ
け
、
此
方
よ
り
、
仕
掛
く
る
恋
に
心
も
引
か
れ
ず
、

や
む
事
を
得
ず
手
に
掛
け
て
、
恩
愛
の
絆
を
切
ら
ん
と
、
振
り
上

け
た
る
刀
の
切
れ
味
、
試
さ
ず
と
も
あ
つ
ば
れ
／
＼
。
何
か
隠
さ

ん
▲
／
▲
こ
れ
な
る
は
、
ま
こ
と
和
殿
へ
許
嫁
し
、
姉
娘
浮
橋

な
ら
ず
、
そ
れ
が
妹
の
―
―
藍
な
り
。
惜
し
む
へ
し
浮
橋
は
、
か
や

う
／
＼
の
事
に
よ
っ
て
、
桜
江
珍
左
衛
門
が
手
に
か
A

り
、
空
し

く
な
り
し
は
去
年
の
事
。
『
せ
め
て
妹
を
姿
せ
て
、
和
殿
に
力
を

い
ま
"
"
{
}
ゞ
"
・
ヘ
・
芸
～

合
は
せ
て
た
べ
』
と
、
今
際
の
遺
言
黙
し
か
た
く
、
そ
れ
と
明
か

み
さ
ほ

さ
て
二
藍
を
、
浮
橋
な
り
と
偽
り
し
は
、
姉
か
操
を
立
て
た
さ
。

ど
乃
A

行
家
殿
の
一
周
忌
も
、
は
や
果
て
た
れ
ば
二
藍
と
、
祝
言
し
て
給

•
3
(ツ
A
•

ゲ

は
れ
か
し
。
こ
は
浮
橋
か
願
ひ
そ
」
と
、
さ
す
か
に
猛
き
武
士
も
、

も
ろ

子
ゆ
へ
に
脆
き
涙
川
、
淵
瀬
と
変
は
る
妻
定
め
、
志
津
馬
も
道
理

に
感
じ
入
、
や
が
て
祝
言
し
た
り
け
る
。

(13
ウ
・

14
オ）

扱
も
沢
井
又
五
郎
は
、
恩
あ
る
行
家
を
打
殺
し
て
、
正
宗
の
刀

し
も
ペ

を
奪
ひ
取
り
、
僕
束
平
を
は
、
鎌
倉
へ
遣
は
し
て
、
桜
江
珍
左
衛
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5

月
り
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醤
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ぐ
ら
ぐ
ふ
レ
↓
ら
ふ

j
i
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々
§

て

t
kう

た
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｀

f

了
ヽ
み
？
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A
K
3
?
t
s

{
恥
妍
噂
加
噌
加
叫
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園
郎
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ゑ
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9
わ
ん
＞
・kふ
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・
ヤ
？
’
＞
¥
々
人
4

r/

｀'9,1 
(13
ウ
・

14
オ

政
右
衛
門
、

本
意
を
明
か
す
）

令

i
,、
3
"
↑ク＇い

門
に
、
事
の
由
を
告
げ
知
ら
せ
、
そ
の
身
は
そ
の
夜
、
取
る
物
も

に

つ

き

ら

く

て

ん

ぎ

の

取
り
あ
へ
ず
、
仁
木
の
屋
敷
を
逐
電
し
、
し
ば
し
紀
国
へ
さ
す
ら

こ

う

や

み

な

か

み

が

ま

ひ
し
か
、
高
野
の
奥
、
玉
川
の
水
上
に
、
蝦
幕
村
と
い
ふ
山
里
有
。

世
を
忍
ふ
に
究
党
の
、
所
な
り
と
伝
へ
聞
、
あ
る
日
件
の
山
里
へ

,
、
'
陶

'
‘
_
O
'

陶
'
、
’
、
’
0
,
｀
＇
｀

I
~
'

輪
'
、

9

、
’
ヽ
し
、
し
、
＇
、
’
、
,
｀
＇
｀
＇
0
,
陶
｀
•

政
（
政
右
衛
門
）
「
今
宵
祝
言
調
へ
ば
、
我
も
逃
れ
ぬ
こ
の

仇
討
ち
。
珍
左
衛
門
は
娘
が
敵
、
又
二
藍
に
は
姉
の
仇
゜

か
た
云
―

舅
の
敵
は
又
五
郎
、
女
な
が
ら
も
武
士
の
妻
、
母
の
な

ひ
と
り

き
子
は
今
さ
ら
に
、
一
人
鎌
倉
へ
は
残
さ
れ
ず
。
主
君

、
．
こ
ま

ヘ
暇
を
乞
ひ
申
し
て
、
親
子
一
二
人
す
く
に
出
立
。
お
よ

や

す

1

が

一

」

ん

そ
天
の
覆
ふ
限
り
、
又
地
の
載
す
る
八
隅
の
国
々
、
金

nり、

t
な
ら
、
｀

輪
奈
格
の
底
ま
で
も
、
沢
井
・
桜
江
が
、
あ
り
か
を
尋

，

ス

8
E

ね
て
本
望
遂
ぐ
る
は
、
政
右
衛
門
が
手
裏
に
有
。
心
安

か
れ
加
田
志
津
馬
。

志
（
志
津
馬
）
「
す
り
や
浮
橋
は
桜
江
が
、
為
に
命
を
落
と

や
い
ば

せ
し
と
な
。
知
ら
ぬ
事
と
て
二
藍
殿
、
脅
し
の
刃
は
面

目
な
い
。

あ
ね

あ
（
二
藍
）
一
今
こ
そ
叶
ふ
姉
様
の
、
願
ひ
は
や
つ
ば
り
こ

の
身
の
幸
ひ
゜

し
う
と
ぎ
み

丹
（
丹
右
衛
門
）
「
三
国
一
の
婿
．
舅
君
。

し

う

ぜ

い

ち

ゃ

う

で

う

嫁
御
寮
。
千
秋
万
歳
、
重
畳
々
々
。

智
勇
も
揃
ひ
し
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二
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三
）

(14ウ
・

15オ

又
五
郎
、

婿
に
望
ま
れ
る
）

い
す
み
あ

を

ち

こ

ち

せ

う

よ

う

赴
き
て
、
遠
近
を
逍
遥
し
、
思
は
ず
日
を
暮
ら
せ
し
か
ば
、
と
あ

と
ゞ

る
家
に
、
立
寄
り
て
宿
り
を
求
む
る
に
、
心
よ
く
留
め
つ
A

、
そ

し
よ
く
も
っ

の
も
て
な
し
田
舎
に
似
ず
、
座
敷
の
綺
麓
、
食
物
の
結
構
、
世
の

あ
る
じ

常
の
、
人
の
住
ま
ゐ
と
は
見
え
ず
。
主
の
女
は
、
年
四
十
ば
か
り

に
て
、
自
ら
配
膳
し
て
、
又
五
郎
に
酒
食
を
勧
め
、
「
娘
が
幼
き

一
曲
を
、
聞
か
せ
給
へ
」
と
て
呼
び
出
だ
す
に
、
年
は
二
八
と
思

を

と

め

し
く
て
、
そ
の
美
し
さ
、
類
稀
な
る
少
女
子
が
、
手
を
引
か
れ
て

り
や
う
が
ん

出
で
た
る
は
、
玉
に
瑕
に
て
両
眼
し
い
た
り
。
さ
て
又
五
郎
に
挨

つ

ま

お

と

う

る

わ

拶
し
て
、
調
ぶ
る
琴
の
▲
／
▲
爪
音
さ
へ
に
、
声
の
麗
し
さ
言
は

か
た

ん
方
な
し
。あ

る

じ

あ

る

じ

ひ

そ

う

そ
の
時
主
の
女
は
又
五
郎
に
向
か
ひ
、
「
こ
れ
は
主
が
秘
蔵
娘
、

わ
し
が
為
に
は
な
さ
ぬ
子
な
れ
ど
、
稚
き
よ
り
も
り
育
て
し
か
ば
、

'
‘
ー
~
し
~
＇
島
ー
、

i

、
’
、
'
、
’
ヽ
ー
。
し
、
’
、
'
｀
_
、
’
、
’
0
,
‘
ー
。
I
‘
,
｀
’
、
’
、
’
、
’
陶
＇
‘
ー
、
、
、
'
‘
_
‘
_
‘

こ
う
さ
い
た
く
な
わ

＼
後
妻
拷
縄

（
拷
縄
）
「
婿
に
だ
に
な
り
給
は
ゞ
、
有
り
金
そ
の
ま
4

今
宵

し
ん
し
や
う

よ
り
、
身
上
渡
し
て
我
々
夫
婦
は
、
浮
世
離
る
A

楽

隠
居
。
相
談
な
さ
れ
よ
、
旅
の
人
。

な
に

又
（
又
五
郎
）
「
ち
と
う
ま
過
ぎ
て
何
と
や
ら
、
早
速
返
事

も
い
た
し
に
く
い
。

そ

（
娘
）
「
八
十
の
翁
が
恋
に
腰
を
反
ら
い
た
。

▼
等
曲
「
梅
が
枝
」
の
一
節
。
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

(15ウ
又
五
郎
、
茶
屋
の
婆
か
ら
事
情
を
聞
く
）

ゃ

k
3
 

ね

恩
愛
ま
こ
と
の
子
に
変
は
ら
ず
。
久
し
く
婿
を
選
め
ど
も
、
心
に

適
ふ
者
も
な
し
。
目
の
し
い
た
る
を
嫌
ひ
給
は
ず
は
、
婿
に
な
り

あ

る

じ

お

ん

み

て
給
へ
か
し
。
主
も
御
身
が
骨
柄
を
垣
問
見
て
、
し
き
り
に
所
望

こ

な

た

せ
ら
る
4

也
。
口
州

□(14
ウ
・

15
オ
）
／
曲
げ
て
此
方
へ
と
ゞ
ま

と
ゞ

り
給
へ
」
と
、
言
葉
を
尽
く
し
て
止
め
け
り
。

ぁ

ナ

『

ひ

と

た

び

、

と

ま

又
五
郎
は
「
志
す
方
も
あ
れ
ば
、
明
日
は
一
度
暇
申
て
、
帰
る

さ
に
又
立
寄
り
、
そ
の
時
返
事
い
た
す
べ
し
」
と
挨
拶
し
、
そ
の

く
だ
ん

明
け
の
朝
、
件
の
宿
り
を
立
出
て
し
が
、
「
さ
る
に
て
も
田
舎
に

は
、
い
と
も
稀
な
る
長
者
な
り
。
何
の
見
る
所
あ
り
て
、
我
を
婿

に
せ
ん
と
言
ひ
し
や
。
狐
の
業
に
は
あ
ら
ぬ
か
」
と
、
深
く
疑
ひ

て
行
く
程
に
、
道
の
ほ
と
り
に
腰
掛
け
茶
屋
あ
れ
ば
、
そ
の
所
に

あ

る

じ

よ

ん

べ

立
寄
り
て
、
主
の
老
女
に
、
昨
夜
の
事
を
物
語
る
に
、
老
女
は
笑

ふ
て
そ
の
故
を
知
ら
せ
ず
、
益
々
疑
ひ
晴
れ
ざ
れ
ば
、
様
々
に
言

葉
を
尽
く
し
、
「
知
ら
せ
給
へ
」
と
乞
ひ
問
へ
は
、
老
女
少
し
小

ら
、
ぶ
に
ま

声
に
な
り
、
「
昨
夜
御
身
が
泊
ま
り
し
宿
は
、
蝦
蓋
村
の
顛
蝦
驀

し
ん
せ
う

長
者
と
呼
ば
れ
て
、
何
不
足
な
き
身
上
な
れ
と
も
、
代
々
願
病
の

筋
あ
り
て
、
他
所
よ
り
妍
に
来
る
人
な
し
。
他
国
の
人
を
婿
に
取

れ
ば
、
難
病
の
根
を
切
る
と
て
、
旅
人
と
見
れ
は
宿
を
し
て
、

様
々
に
厚
く
も
て
な
し
、
わ
り
な
く
婿
に
せ
ん
と
言
ふ
也
。
し
か

や
ま
び

れ
ど
も
、
人
皆
妖
し
き
病
に
恐
れ
て
、
一
一
一
日
と
も
ゐ
ず
逃
け
失
せ

侍
り
。
▲
／
▲
御
身
も
よ
き
日
を
食
ひ
給
ひ
ぬ
。
早
く
此
所
を
立

ふ
た

ち
去
り
給
は
ず
は
、
出
口
々
々
を
塞
が
れ
、
逃
れ
が
た
し
」
と
囁

き
け
り
。

(15
ウ）

▼
管
見
諸
本
い
ず
れ
も
改
装
合
綴
の
た
め
、
奥
目
録
等
、
後

表
紙
の
詳
細
不
明
。

（
又
五
郎
）
云
そ
れ
て
疑
ひ
が
や
う
や
く
睛
れ
た
。
さ
て
も
危

う
い
事
て
あ
っ
た
。

（
婆
）
「
わ
し
が
口
か
ら
こ
ん
な
事
、
聞
い
た
と
言
ふ
て
下
さ

り

ま

す

る

な

。

一

馬

琴

仰

]
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《
下
冊

い
す
み
あ

―
二
号
（
二

0
二

0

か
た
き
う
ち
勝
に
の
り
掛

春
扇
画

（見
返
し
）

馬
琴
作

後
編

（前
表
紙
）＂ 

趣
向
伊
賀
越

版
元
和
泉
屋

一
敵
討
勝
乗
掛
後
編

一
函
春
新
板

▼
描
か
れ
る
の
は
又
五
郎
の
乳
母
・
ゐ
の
は
な
婆
の
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
本
作
に
は
登
場
し
な
い
、
又

な
る
み

五
郎
の
母
鳴
見
で
あ
ろ
う
か
。
悪
婆
を
装
っ
て
謀
反
を
暴

い
た
彼
女
は
、

『
乗
掛
合
羽
』
の
浮
世
絵
で
は
上
図
と
同

様
に
髪
が
白
く
、
長
刀
を
持
っ
た
姿
で
描
か
れ
る
。
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

(16オ
乞
写
ら
、
又
五
郎
を
阻
む
） t

 

r
,
t
t
 

中
り
と
[
、

C,‘
』↑

（
巻
四
）

か
た
さ

又
五
郎
は
、
つ
く
人
＼
と
思
ふ
や
う
、
一
我
は
敵
を
持
つ
た
れ

ば
、
世
を
忍
ば
ん
と
思
ふ
折
、
た
と
へ
願
病
あ
る
家
な
り
と
も
、

金
銀
に
事
欠
ず
は
、
又
妙
薬
も
得
や
す
か
る
べ
し
。
何
は
と
も
あ

ら

い

が

ま

れ
、
し
ば
し
顧
蝦
驀
が
婿
と
な
り
、
世
の
中
安
く
送
り
な
ば
、
か

か
た

く
の
如
き
旅
寝
を
し
て
、
さ
す
ら
ひ
歩
く
に
増
す
方
あ
ら
ん
。
い

か
ゞ
は
せ
ん
」
と
腹
の
中
に
、
思
案
し
か
ね
て
行
く
程
に
、
村
の

出
口
に
な
り
し
か
ば
、
数
多
の
乞
弔
む
ら
／
＼
と
、
走
り
出
て
お

yE

ゞ

わ

ふ

し
止
め
、
「
婿
君
を
止
め
よ
と
、
お
ら
が
長
者
の
仰
せ
を
受
け
、

先
へ
回
っ
て
待
っ
て
ゐ
ま
し
た
。

旦
那
の
婿

逃
く
る
と
て
逃
が
し
は
せ
ぬ
。

さ
あ
／
＼
ご
ざ
れ
」
と
取
り
巻
け
ば
、
又
五
郎
打
笑
ひ
、
「
あ
ら

露
し
い
慕
蛙
。
汝
ら
我
を
止
め
ず
と
も
、
こ
A

よ
り
取
っ
て
返
す

了
簡
。
難
病
承
知
の
婿
入
は
、
金
に
惚
れ
た
る
縁
結
び
。
い
ざ
供

あ
る
じ
お
う
な

せ
よ
」
と
先
に
立
ち
、
願
蝦
慕
が
屋
敷
へ
帰
れ
ば
、
主
謳
、
娘
玉

ょ

川
、
喜
ぶ
事
限
り
な
く
、
一
善
は
急
げ
一
と
そ
の
夜
す
ぐ
さ
ま
、

さ
ん
に
ち
さ
ん
や

婚
姻
を
と
り
結
ば
し
、
＿
―
-
日
一
＿
一
夜
の
酒
盛
り
に
、
舞
ひ
歌
ひ
て
ぞ

暮
ら
し
け
る
。

(16
オ
）
／
そ
も
／
＼
此
蝦
慕
村
に
、
難
病
の
多
き

み

な

が

な

事
は
、
毒
あ
る
玉
川
の
水
上
に
て
、
人
皆
毒
に
触
る
4

故
な
り
。

き

1

さ
れ
ば
沢
井
又
五
郎
は
胆
太
く
も
、
顧
蝦
募
の
婿
と
な
り
、
玉

ひ
と
4

せ

JI
を
妻
に
し
て
、
一
年
余
り
送
り
し
が
、
又
つ
<
/
＼
と
思
案
す

し
ゞ

る
に
、
「
久
し
く
こ
A

に
留
ま
ら
ば
、
我
も
遂
に
は
五
体
腐
れ
、

命
も
そ
こ
に
終
は
る
べ
し
。
此
家
の
金
銀
を
奪
ひ
取
っ
て
、
逐
電

せ
ば
や
と
思
へ
ど
も
、
い
ま
だ
金
蔵
の
鍵
を
、
渡
さ
ね
ば
心
に
任

あ
る
じ
こ
う
さ
い
た
く
な
わ

せ
ず
。
主
の
後
妻
拷
縄
は
、
我
に
心
あ
り
け
に
て
、
い
や
ら
し
き

目
遣
ひ
す
れ
ば
、
こ
れ
を
手
引
き
に
金
を
盗
ま
せ
、
走
り
去
ら

ん
」
と
思
ひ
し
か
ば
、
い
つ
し
か
拷
縄
と
密
通
し
、
事
の
つ
い
で

を
窺
ひ
し
に
、
都
に
て
奪
ひ
取
っ
た
る
、
一
次
へ
続
く
一
(16
ウ・

17

｀ヽ
9

、.. 『、9
鳥

9

、9
、9
0

け

ふ

（
乞
弓
）
「
今
日
か
ら
こ
な
た
も
お
い
ら
が
仲
間
、

が
ね
。
祝
ふ
て
一
っ
し
め
よ
う
か
い
。
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(16ウ
・

17
オ
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号
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二
0
1
1
0
•三
）

N
、9

V
A
.
＇
~
「
，
．

ー
ぐ
9
ゑでて
KIIl 

~
9
9
,
；
ー
、

り

i
 

鼠」
＇ 

，
ー
一
~
ご
●

又
五
郎
、
蛇
毒
を
得
る
）

―
―
ィ
．少

t
`
y
¥
＂＆芍よ

う
の
h
b
k

f
r

ハ．V
ゎ`

4
川

．．
 へ99

^
-

叉

t
J
 ．
 h
 

JV
、
よ
り5) 

1
を

＇ー

i
 

{‘ 
F
Mピ
ゲ

r
ャ
ぐ

r
ャえ

I
K
ツ
"
_
,
<
 

(`
▲ 

:ぅ

,
K

:111 

い
す
み
あ

オ
）
／
正
宗
の
刀
は
、
腰
を
離
さ
ず
秘
蔵
し
た
れ
と
、
械
れ
た
る

や

ま

ひ

つ

る

ぎ

病
あ
る
者
は
、
剣
の
徳
に
恐
れ
つ
＼
家
内
に
不
思
議
多
け
れ
ば
、

目
釘
を
抜
き
鞘
を
放
ち
、
庭
の
大
竹
を
中
よ
り
切
り
捨
て
A

、
竹

の
内
へ
隠
し
置
き
、
人
の
疑
ひ
を
避
け
た
り
し
に
、
あ
る
日
そ
の

ろ

く

し

や

う

く

さ

む

ら

か

げ

青
き
事
、
緑
青
に
等
し
き
蛇
、
叢
陰
よ
り
這
ひ
出
て
、
す
る

の

ば

か

し

ら

て

う

／
＼
と
竹
へ
上
る
と
見
へ
し
が
、
蛇
の
頭
は
は
た
と
落
ち
て
、
手

づ

ば

ち

す

い

き

水
鉢
に
入
る
と
等
し
く
、
水
気
た
ち
ま
ち
立
ち
の
ぽ
り
、
軒
端
に

つ
ば
く
ら

巣
を
く
ふ
燕
の
、
一
度
に
落
ち
て
死
に
け
れ
ば
、
又
五
郎
き
っ
と

か
し
ら

見
て
、
「
緑
の
蛇
の
頭
に
は
、
大
毒
あ
り
と
か
ね
て
聞
け
り
。
さ

く

ち

な

わ

か

し

ら

れ
ば
刀
の
威
徳
に
よ
っ
て
、
お
の
づ
と
落
ち
し
蛇
の
、
頭
の
毒
薬

こ
れ
を
も
つ
て
、
家
内
の
奴
ば
ら
皆
殺
し
、
思
ひ
の
ま
．
A

に
金
銀

セ

た

ら

お

あ

と

ば

ら

や

い

ち

ご

を
、
背
撓
負
ふ
て
立
ち
去
ら
ば
、
後
腹
病
め
ぬ
一
期
の
幸
ひ
。
う

ま
い
／
＼
」
と
独
り
言
し
て
、
振
り
向
く
後
ろ
に
拷
縄
が
、
様
子

ざ
、

と
つ
く
と
立
聞
て
、
「
あ
つ
ば
れ
妙
計
、
婿
の
殿
。
娘
と
い
へ
ど

ま

し

あ

る

じ

玉
川
は
、
妾
と
な
さ
ぬ
継
子
根
性
。
主
諸
共
片
付
け
て
、
御
身
と

い
ち
ご

二
人
手
を
引
あ
ふ
て
、
都
へ
走
り
楽
々
と
、
一
期
送
ら
は
嬉
し
か

ひ
と

n

ろ
」
と
、
一
人
飲
み
込
む
四
十
女
が
、
恋
に
心
も
乱
れ
て
や
、
男

,
．
,
．
,
．
,
．
,
．
,
．
,
．
,
．
,
．
,
．
,
．
,
．
,
．
,
.
▲
•
~
、
,
．
,
．
,
．
,
．
,
．
,
．
,
．
,
．

i
•
1
.
,

．
,
．
，
．

I
•
9

ヽ

さ

た

い

（
又
五
郎
）
「
は
か
ら
ず
得
た
る
稀
代
の
毒
薬
。
こ
れ
を
も
つ

て
、
ヲ
、
そ
う
だ
。

つ
ば
く
ら

ヘ
蛇
の
毒
に
当
た
り
て
、
燕
落
ち
る
。
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

(17
ウ
・

18オ
又
五
郎
、
掘
蝦
墓
親
子
に
毒
を
盛
る
）

'

,

'

i

・

 

`
9
1
.

，9
・
9
9
,
 
.. 
9,

．，
 •• 
1
,
＇ー
'
:
,
9
9
9
.
,

．． 
，
'
，
 

.' 

ー
ト
＇
｀
ら
ぃ

9

9

9

,

＇9
・
ー
・

9
.
i
,

．1
.
,

．,＿．
し

｀
 

一
ヶ)ts 

i
l
 

り

も
共
に
毒
悪
の
、
毒
酒
の
用
意
し
す
ま
し
た
り
。

▼
『
乗
掛
合
羽
』
九
ツ
目
に
も
、
正
宗
を
隠
し
た
竹
に
蛇
が
這
い

上
り
、
そ
の
頭
が
手
水
鉢
の
中
に
落
ち
る
趣
向
が
あ
る
。

あ
る
じ

か
く
て
又
五
郎
は
、
主
顧
蝦
蓋
に
言
ふ
や
う
、
「
今
日
は
そ
れ

み

き

が
し
が
、
誕
生
日
に
て
候
へ
ば
、
心
祝
ひ
に
神
酒
は
上
げ
た
り
。

か
は
ら
け

玉
川
も
い
た
ゞ
き
給
へ
」
と
、
土
器
を
さ
し
つ
く
れ
ば
、
男
の
酌

く
だ
ん

に
心
も
つ
か
ず
、
父
願
蝦
慕
と
諸
共
に
、
件
の
酒
を
飲
む
と
等
し

く
、
「
あ
つ
」
と
一
声
叫
ひ
つ
＼
目
口
よ
り
血
を
吐
き
っ
A

、

空
を
掴
ん
て
死
し
た
る
は
、
無
残
と
い
ふ
も
余
り
あ
り
。

の
ち

し
か
し
て
後
に
又
五
郎
は
、
家
内
の
下
女
下
男
、
此
日
家
に
、

ひ
9
J
n

あ
り
し
者
を
ば
一
人
々
々
に
、
呼
び
寄
せ
て
は
斬
り
殺
し
、
い
づ

9
•
9

ヽ

9
•
9
•
9
•
9
•
9
•
9
•
9
•
9
•
9
•
9
•
9
•
9
•
9
•
9
•
9
•
9
•
I
•
9
.

，
．
，
．
,
．
，
．
,
．
,
．
,
．
，
．
，
．
,
．

み

さ

が
（
願
蝦
驀
）
一
誕
生
の
神
酒
と
い
ひ
し
は
、
命
を
縮
む
る

毒
酒
で
あ
っ
た
か
。
又
五
郎
の
大
悪
人
、
思
ひ
知
ら
せ

ん
、
待
っ
て
ゐ
よ
。

又
（
又
五
郎
）
「
そ
れ
を
俺
が
知
る
事
か
。
世
の
人
に
、
【
▼

以
下
、
脱
文
力
】

（
玉
川
）
一
家
の
難
病
承
知
の
上
、
妹
背
の
緑
を
結
ぶ
と

と
ヽ
さ
ま

も
、
嫌
な
ら
嫌
と
言
ひ
は
せ
て
、
此
身
ば
か
り
か
父
様く

ら

ま
て
、
非
業
の
最
期
も
男
の
悪
心
。
思
へ
ば
思
へ
は
ロ

惜
し
い
。

玉
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．
4

，
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＇
,
＇
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•

(18ウ
・

19オ
又
五
郎
、

拷
縄
を
斬
殺
）

つ
ら

れ
も
面
の
皮
を
剥
き
、
さ
て
一
人
の
男
の
死
骸
に
、
牧
が
衣
服
を

着
せ
、
他
所
よ
り
盗
人
の
、
入
た
る
体
に
こ
し
ら
へ
て
、
金
蔵
の

金
銀
を
、
背
負
は
る
＼
だ
け
こ
れ
を
負
ひ
、
拷
縄
に
も
背
負
は
せ

て
、
蝦
憐
村
を
走
り
出
て
、
都
の
方
へ
走
り
け
り
。

こ
と

L
¥

0
か
く
て
又
五
郎
は
、
顧
蝦
慕
長
者
が
蓄
へ
の
金
銀
を
、
悉
く
奪

ひ
取
り
、
拷
縄
を
伴
ふ
て
、
蝦
娯
村
を
走
り
出
て
、
行
く
事
わ
づ

か
に
、
二
三
里
に
し
て
日
は
暮
れ
た
り
。
し
か
も
こ
の
時
宵
闇
に

又
五
郎
が
頻
へ
か
4

り、

こ
れ
よ
り
遂
に

辞
退
申
も
何
と
や
ら
。

ヘ
拷
縄
が
血
潮
、

廂
病
と
な
る
。

（
又
五
郎
）
「
色
か
ら
仕
掛
け
て
う
ま
く
し
お
ほ
せ
、
連
れ
て

逃
げ
る
を
ま
こ
と
＼
し
て
、
面
年
も
、
孫
は
ふ
と
思
ふ

に
よ
ぜ

'
7
(
＇

二

や

▼

）

は

つ

ば

た

い

し

し

な

む

あ

み

は

う

れ

・

ん

は
大
た
わ
け
。
如
是
畜
生
発
菩
提
心
。
南
無
阿
弥
法
蓮

た

ぷ

っ

陀
仏
、
フ
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
、
こ
れ
て
よ
し
よ
し
。

（
左
上
。
又
五
郎
、
武
介
を
欺
く
）

あ
と

ヘ
玉
石
武
介
は
、
志
津
馬
が
後
を
慕
い
つ
＼
、
巡
礼
の
修
行

{

た

さ

者
に
身
を
や
っ
し
、
観
音
堂
に
通
夜
せ
し
夜
、
敵
又
五
郎

と
知
ら
ず
、
謀
ら
れ
て
拷
縄
が
首
を
施
物
に
受
け
取
る
。

し
ゆ
く
ぐ
ゎ
'

A

.

i

せ

も

(

又
一
宿
願
あ
っ
て
寸
志
の
布
施
物
。
大
悲
の
示
現
に
任
す

れ
ば
、
受
け
納
め
て
お
く
り
や
れ
さ
。

ー
り
た
ま

（
武
介
）
「
大
悲
の
示
現
と
宜
へ
ば
、
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

て
、
足
の
踏
み
所
も
定
か
な
ら
ず
。
又
五
郎
思
ふ
や
う
、
「
我
か

い
ざ
な

り
そ
め
に
、
拷
縄
を
誘
ひ
し
は
、

□四
勺
闊
<
]
(
1
7
ウ
・

18
オ
）
／

う
ば
、

た
や
す
く
金
を
奪
ん
た
め
な
り
。
今
す
で
に
事
成
り
て
、
こ
れ
を

い
づ
く

何
処
ま
で
か
伴
ふ
べ
き
。
も
し
追
っ
手
の
者
出
で
来
ら
ば
、
た
ち

ま
ち
足
手
ま
と
ひ
と
な
り
て
、
進
退
も
心
に
任
せ
ず
、
お
め
／
＼

と
r'
こ

の

ら

わ

ざ

は

ひ

と
虜
に
な
ら
ば
、
後
悔
そ
こ
に
立
が
た
し
。
後
の
禍
を
払
ふ
に
し

わ
ら
ん
じ

か
ず
」
と
、
心
の
内
に
目
論
み
つ
＼
草
鮭
の
紐
を
、
結
び
添
ゆ

あ
と

る
や
う
に
し
て
、
少
し
後
へ
引
下
が
り
、
後
ろ
に
立
ち
て
だ
ん
び

ら
を
、
ひ
ら
り
と
抜
い
て
拷
縄
が
、
首
を
は
つ
し
と
打
落
と
せ
ば
、

た
ち
ま
ち
さ
つ
と
ほ
と
ば
し
る
、
血
潮
又
五
郎
が
顔
へ
か
A

る
を
、

て

の

ご

ぬ

ぐ

か

ウ

手
拭
ひ
も
て
拭
ひ
取
る
に
、
▲
／
▲
痒
き
事
限
り
な
く
、
粟
立
ち

腫
れ
た
る
や
う
な
れ
ど
、
こ
れ
ら
を
ば
事
と
も
せ
ず
、
拷
縄
が

ま
ろ

骸
を
は
、
か
た
へ
の
川
へ
転
ば
し
入
、
首
を
も
捨
て
ん
と
引
た
っ

る
に
、
我
が
顔
ま
す
／
＼
痒
く
な
り
て
、
手
を
放
し
が
た
し
。

「
こ
は
い
か
に
」
と
怪
し
み
つ
＼
拷
縄
が
袖
を
引
千
切
り
、
首

を
包
み
て
腰
に
着
く
れ
ば
、
顔
の
痒
み
忘
る
A

が
ご
と
し
。
「
さ

て
は
此
女
か
く
な
り
て
も
、
我
に
執
念
を
残
せ
し
か
。
●
／
●
も

す
ぺ

し
し
か
ら
ず
は
、
葬
り
を
願
ふ
な
る
べ
し
。
せ
ん
術
あ
り
」
と

ひ
と
り一

人
頷
き
、
向
か
ひ
を
つ
く
人
＼
透
か
し
見
れ
ば
、
森
の
中
に
古

み

ど

う

く

わ

ん

お

ん

ど

う

き
御
堂
あ
り
。
歩
み
近
付
き
て
よ
く
見
る
に
、
観
音
堂
に
て
あ
り

こ
よ
へ
し

け
れ
ば
、
「
今
宵
は
こ
A

に
明
か
さ
ん
」
と
て
、
内
陣
へ
進
み
入
、

金
と
首
と
を
か
た
へ
に
置
き
て
、
夜
の
明
く
る
を
待
つ
程
に
、
回

こ

く

し

ゅ

ぎ

や

う

じ

ゃ

国
の
修
行
者
と
思
し
き
が
、

■／
■御
堂
の
縁
に
尻
を
か
け
、

こ

よ

ひ

「
今
宵
は
こ
A

に
通
夜
せ
ん
」
と
て
、
来
し
方
の
事
な
ん
ど
、
独

り
言
す
る
を
聞
く
に
、
こ
は
紛
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
、
加
田
志
津
馬

が
若
党
、
玉
石
武
介
な
り
。

▼
『
乗
掛
合
羽
』
八
ツ
目
で
は
、
又
五
郎
が
医
師
の
左
内
を
殺
し

て
薬
を
奪
い
、
意
図
的
に
人
相
を
改
め
る
。
そ
の
際
に
、
又
五

郎
は
左
内
の
面
の
皮
を
剥
ぐ
。

さ
れ
は
武
介
は
、
去
年
鎌
倉
へ
使
ひ
し
て
、
都
へ
走
り
帰
り
し

が
、
「
志
津
馬
は
は
や
、
敵
討
ち
の
願
ひ
叶
ひ
て
、
丹
右
衛
門
を

伴
ひ
つ
＼
、
旅
路
の
空
に
赴
き
ぬ
」
と
聞
こ
え
し
か
ば
、
武
介
も

し

ゅ

う

あ

と

や
が
て
都
を
出
て
＼
、
播
磨
路
を
志
し
、
主
の
後
を
、
慕
へ
ど
も

遂
に
得
会
は
ず
、
路
用
も
す
で
に
尽
き
た
れ
ば
、
詮
方
な
く
西
国

巡
礼
の
、
修
行
者
に
い
て
た
ち
、
札
所
々
々
を
巡
礼
し
て
、
こ
の

こ

よ

ひ

頃
紀
州
を
遍
歴
し
、
今
宵
も
同
じ
野
宿
な
る
に
、
観
音
堂
に
通
夜

せ
ん
と
て
、
此
所
へ
は
憩
ひ
し
な
り
。

か
く
て
又
五
郎
は
、
武
介
が
来
し
方
行
く
末
を
、
独
り
言
す
る

を
と
つ
く
と
立
ち
聞
、
「
奴
は
去
年
い
の
は
な
に
て
、
我
が
乳
母

さ
A

を
殺
せ
し
由
、
そ
の
頃
風
の
便
り
に
聞
ぬ
。
こ
A

で
会
ふ
こ
そ
幸

ひ
な
れ
。
乳
母
が
恨
み
を
報
は
ん
」
と
て
、
刀
に
手
は
か
け
た
る

が
、
「
い
や
／
＼
我
、
此
首
を
携
へ
た
る
に
、
夜
明
け
て
人
に
怪
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(19ウ
・

20オ

武
介
、
乞
弔
ら
に
襲
わ
れ
る
）

―
―
―
号
(
―

10
二
(
9
)

・
三
）

•
こL

い
す
み
あ

た
ば
か

し
め
ら
れ
な
ば
、
言
ひ
分
く
る
に
難
し
か
る
へ
し
。
武
介
を
謀
り

い

だ

が

ま

C
ら

ば

ぅ

―

"

り

と

も

が

C

て
こ
の
首
を
抱
か
せ
、
蝦
募
村
の
奴
原
に
疑
は
せ
て
、
彼
の
輩
の

手
を
借
り
て
、
武
介
を
討
ち
殺
さ
せ
な
は
、
恨
み
を
返
す
の
み
な

ゎ
ざ
―

1
"
3

ら
ず
、
我
が
為
に
は
大
き
な
る
、
禍
を
払
ふ
な
り
。
し
か
せ
ん
物

＂しゎ

を
」
と
一
人
頷
き
、
さ
て
内
陣
よ
り
声
を
か
け
て
、
「
修
行
者
そ

こ
に
来
た
り
給
ひ
し
か
。

□四
べ
隅
尺
’
一

(18
ウ
・

19
オ
）
／
我
は
近

郷
の
者
な
る
が
、
宿
願
の
旨
あ
っ
て
、
毎
夜
此
御
堂
へ
参
詣
す
。

こ

L
L

ひ

し
か
る
に
今
宵
、
あ
ら
た
な
る
示
現
を
か
う
ぶ
り
ぬ
。
よ
り
て
御

身
に
、
こ
れ
を
布
施
し
申
す
な
り
。
受
け
納
め
給
へ
」
と
て
、
▲

／
▲
拷
縄
か
首
を
出
せ
ば
、
武
介
は
こ
れ
左
探
り
み
る
に
、
獣
紗

本
か

に
固
く
包
み
し
物
な
り
。
「
開
き
て
見
ん
に
灯
し
は
な
し
。
こ
は

5-
～
 

何
に
て
候
」
と
問
ふ
ひ
ま
に
、
又
五
郎
は
板
羽

H
の
崩
れ
よ
り
、

1
 

む

奪
ひ
し
金
を
背
負
ひ
つ
＼
潜
り
出
て
逃
げ
去
り
し
を
、
射

T
王

の
闇
な
れ
は
、
武
介
は
絶
へ
て
こ
れ
を
知
ら
ず

1
ぶ
刀
続
叶
L
(
1
9

9

ヽ

9
.
,

｀

9

ヽ
ー
．
＇
ヽ
ー
、

9

ヽ
ー
、

1

ヽ

9

ヽ

9
`
I
•
9

｀
ー
、

9

ヽ
ー
、

9
•
I

ヽ
ー
、

1
.
,

．
,
｀

`
•
I
.
'

翰
｀
、

9

亀
ー
、

9
‘

ヘ
志
津
馬
か
僕
玉
石
武
介
、
敵
又
五
郎
に
謀
ら
れ
て
難
義

に
あ
ふ
。
【
▼
欄
上
】

武
（
武
介
）
「
身
に
覚
へ
は
な
け
れ
と
も
、
言
ひ
訳
聞
か
ぬ

｀
ら
ぎ

棒
千
切
り
木
。
あ
た
ら
命
を
失
ふ
な
よ
。

（
乞
弔
）
「
覚
へ
な
い
と
は
言
は
さ
ぬ
／
＼
゜

か
つ
だ
、

（
乞
巧
）
「
こ
れ
が
ま
こ
と
に
乞
弔
に
棒
打
ち
だ
。
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

ふ
'
吋しいt$
 

t
マ・ビ

ゎ
W
.
n

,
i
 

9
9人

(20ウ

か
た
き

ウ

•
2
0オ
）
／
只
今
物
を
取
ら
せ
た
る
、
施
主
を
敵
の
又
五
郎
な

り

や

く

る
べ
し
と
は
思
ひ
も
よ
ら
ず
、
「
こ
は
全
く
、
観
音
大
師
の
利
益

に
て
、
路
用
を
与
へ
給
ふ
に
こ
そ
」
と
、
思
へ
ば
そ
の
人
消
え
失

せ
し
を
、
な
か
I
(
＼
に
疑
は
ず
、
や
う
や
く
横
雲
引
渡
し
、
東
の

方
白
む
ま
A

、
又
か
の
獣
紗
の
物
を
見
れ
ば
、
縫
箔
し
た
る
片
袖

に
て
、
賂
し
く
血
潮
着
き
た
り
。
「
こ
は
い
か
に
」
と
驚
き
て
、

忙
は
し
く
開
き
見
れ
ば
、
生
々
し
き
女
の
首
な
り
。
余
り
の
事
に

さ
と
び
と

呆
れ
果
て
、
呆
然
た
る
折
し
も
あ
れ
、
顧
蝦
慕
か
手
下
の
里
人
、

し

心

う

か

た

き

と

こ

ろ

一
主
の
敵
を
捕
ら
へ
ん
一
と
て
、
此
所
ま
で
尋
ね
来
て
、
只
今
武

武
介
、
切
腹
す
る
）

介
が
観
音
堂
に
て
、
拷
縄
が
首
を
前
に
置
き
、
呆
れ
た
る
体
を
見

と

ふ

べ

て
、
▲
／
▲
-
さ
て
は
昨
夜
の
強
盗
は
、
こ
の
回
国
に
極
ま
っ
た

り
。
汝
六
つ
の
臀
あ
っ
て
、
王
廂
蝦
巖
、
婿
の
沢
井
又
五
郎
、
息

な
―
し
に
1

6

,

'

(

9

,

女
玉
川
、
そ
の
余
の
男
女
を
轡
し
、
面
の
皮
を
剥
き
捨
て
A

、
数

多
の
金
を
盗
み
取
る
と
も
、
か
く
大
勢
に
て
取
り
巻
き
た
れ
ば
、

あ
る
こ
こ
う
さ
い

と
て
も
逃
れ
ぬ
天
の
網
。
そ
れ
な
る
首
は
主
の
後
妻
、
拷
縄
と
の

か

た

き

の

が

4

し
る
し
な
れ
は
、
正
し
き
証
拠
、
長
者
の
敵
、
逃
さ
し
や
ら

じ
」
と
打
つ
て
か
A

れ
ば
、
武
介
は
ま
す
／
＼
贅
き
て
、
事
の
由

を
告
げ
ん
に
も
、
事
急
な
れ
は
是
非
な
く
も
、
仕
込
み
杖
を
引
抜

き
ん
て
つ

き
て
、
多
勢
を
相
手
に
戦
ひ
し
が
、
そ
の
身
金
鉄
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、

次
第
々
々
に
深
手
を
負
ひ
、
「
な
ま
じ
い
に
生
け
捕
ら
れ
て
、
死

に
恥
を
さ
ら
さ
ん
よ
り
は
一
と
、
覚
悟
を
極
め
気
を
励
ま
し
て
、

追
つ
手
の
者
と
も
を
斬
り
散
ら
し
、
墓
原
へ
走
り
入
て
、
腹
十

も
ん
じ

文
字
に
か
き
切
り
つ
A

、
や
が
て
空
し
く
な
り
に
け
り
。
下
衆
に

稀
な
る
忠
臣
も
、
宿
世
悪
く
て
敵
に
は
か
ら
れ
、
科
な
き
科
に
死

す
る
事
、
哀
れ
と
い
ふ
も
愚
か
な
る
べ
し
。

(20
ウ）

,．,、’.,．,．,`
＇ヽ

9

、,`
9

、,`
'‘I‘,．,、,．,．＇．,、,．,、,．,‘ー．`
ヽ
9

、,`
9

、,`
9

、

し

や

っ

ち

｀

？

）

＼
武
介
が
魂
、
主
を
慕
ひ
て
中
有
に
さ
ま
よ
ふ
。

【
▼
欄
上
】
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(21
オ

二
藍
・
丹
右
衛
門
、
武
介
を
夢
に
見
る
）

（
巻
五
）

唐
木
政
右
衛
門
は
そ
の
身
の
た
め
に
、
志
津
馬
は
弟
子
な
り
婿

な
る
に
、
彼
に
一
臀
の
力
を
派
え
て
、

z/、Z
敵
又
五
郎
を
討
た

せ
ず
は
、
男
と
い
は
る
A

甲
斐
な
し
と
て
、
事
の
趣
を
、
管
領
成

い
と
ま

氏
へ
訴
へ
つ
4

、
身
の
暇
を
賜
は
り
、
娘
二
藍
を
伴
ふ
て
、
鎌
倉

か
た
き

を
引
払
ひ
、
志
津
馬
諸
共
京
へ
上
り
て
、
敵
の
あ
り
か
を
詮
索
す

る
に
、
売
卜
の
い
ふ
所
、
南
に
あ
り
と
教
へ
し
か
ば
、
皆
々
奈
良

に
は
か
あ
め

へ
赴
く
程
に
、
宇
治
の
歌
姫
の
ほ
と
り
に
て
、
俄
雨
に
道
さ
り
あ

へ
ず
、
畑
川
丹
右
衛
門
は
、
二
藍
の
供
し
て
●
／
●
走
る
に
、
女

い
す
み
あ

―
―
―
号
(
―

-
0
二

O
'
三）

の
足
の
甲
斐
な
く
て
、
志
津
馬
・
政
右
衛
門
ら
に
後
れ
し
が
、
雨

は
ま
す
／
＼
降
り
注
げ
ば
、
し
ば
し
木
陰
に
休
ら
ひ
て
、
市
の
睛

し
ゅ
う
'
,
.
¥

れ
間
を
待
つ
程
に
、
L
次
へ
続
い
に
(21
オ
）
／
主
従
し
き
り
に
眠

気
つ
き
て
、
思
は
ず
ま
と
ろ
み
た
る
夢
に
、
玉
石
武
助
忽
然
と
来

た

ば

か

こ

が

り
て
、
そ
の
身
紀
州
に
て
、
又
五
郎
に
謀
ら
れ
、
無
実
の
科
に
、

命
を
蕗
と
せ
し
由
を
告
げ
、
「
奈
良
に
逗
留
し
給
は
ゞ
、
自
然
と

敵
に
会
ふ
事
あ
ら
ん
」
と
、
ま
ざ
／
＼
と
告
ぐ
る
と
見
て
、
夢
は

た
ち
ま
ち
醒
め
に
け
り
。

0
こ
A

に
又
桜
江
珍
左
衛
門
は
、
去
年
鎌
倉
を
立
退
き
て
、
束
平

Q

、
ヽ
ヘ

諸
共
又
五
郎
か
、
行
方
を
尋
ぬ
る
に
絶
え
て
会
は
ず
、
そ
れ
よ
り

の
、
よ
し
も
と

信
濃
路
へ
た
ち
帰
り
て
、
所
縁
を
求
め
木
曽
左
馬
介
義
元
に
、
奉

公
し
て
あ
り
け
る
が
、
あ
る
時
彼
の
正
宗
の
刀
の
事
を
、
主
君
義

元
に
申
せ
し
か
ば
、
義
元
こ
と
さ
ら
に
珍
重
し
、
「
汝
い
か
に
も

し
て
、
そ
の
又
五
郎
と
や
ら
ん
を
尋
ね
出
だ
し
、
今
に
正
宗
を
所

持
い
た
す
に
お
い
て
は
、
召
し
連
れ
参
る
べ
し
。
刀
を
だ
に
我
に

得
さ
せ
ば
、
よ
き
に
召
し
抱
へ
つ
か
は
す
べ
し
」
と
て
、
路
銀
数

多
給
は
り
し
か
ば
、
珍
左
衛
門
大
に
喜
び
、
束
平
を
召
し
連
れ
て

都
へ
赴
き
、
こ
A

に
て
よ
り
I
V
¥
、
沢
井
が
行
方
を
尋
ぬ
る
に
、

か
た

「
奈
良
の
方
に
あ
り
一
と
告
く
る
者
あ
れ
ば
、
こ
れ
も
南
都
を
、

心
ざ
し
て
急
＜
折
か
ら
、
道
に
て
志
津
馬
・
政
右
衛
門
に
出
あ
ひ

あ
と

ぬ
。
桜
江
大
に
辟
易
し
て
、
束
平
諸
共
後
を
も
見
ず
、
足
に
任
せ
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又
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、
政
右
衛
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り
と
遭
遇
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ク
’
の

h
i

又

て
逃
け
走
る
を
、
政
右
衛
門
・
志
津
馬
等
は
、
珍
左
衛
門
と
見
て

け
れ
は
、
逃
さ
じ
と
追
つ
か
く
る
、
折
し
も
沢
井
又
五
郎
は
、
た

や
す
く
蝦
蟄
村
の
難
義
を
逃
れ
、
い
さ
A

か
志
す
所
あ
れ
は
、
こ

れ
も
奈
良
へ
と
赴
く
に
、
い
つ
ぞ
や
拷
縄
か
、
血
潮
顔
へ
か
A

り

し
ゅ
も
っ

し
よ
り
、
一
面
に
腫
物
と
な
り
、
眉
毛
抜
け
鼻
歪
み
、
相
貌
全
て

変
は
り
し
故
、
か
へ
つ
て
世
の
中
広
く
覚
え
て
、
悠
々
と
し
て
行

く
道
に
て
、
珍
左
衛
門
・
束
平
は
、
息
も
つ
き
あ
へ
ず
逃
げ
来
り
、

又
五
郎
を
見
て
そ
れ
と
も
知
ら
ず
、
「
人
に
追
は
れ
て
難
義
の
者

な
り
。

□い
バ
釦
く
一
(21
ウ
・

22
オ
）
／
御
浪
人
と
見
受
け
申
し
た

り
。
し
ば
し
隠
し
て
給
は
れ
」
と
、
余
儀
な
く
頼
め
ば
又
五
郎
は
、

心
の
内
に
お
か
し
く
て
、
「
我
は
沢
井
又
五
郎
な
り
」
と
、
告
げ

こ
A

t

{

，
j

{

ん
と
は
思
ひ
な
が
ら
、
事
急
な
れ
ば
名
乗
る
に
及
ば
ず
、
快
く
請

志
（
志
津
馬
）
「
お
隠
し
な
さ
る
な
御
浪
人
。
子
細
あ
っ
て

し

4
.
;

，1

尋
ぬ
る
侍
、
王
従
共
に
稲
束
の
、
内
に
隠
れ
て
お
ら
ふ

が
の
。

（
政
右
衛
門
）
「
大
事
の
前
の
も
の
争
ひ
、
志
津
馬
急
き
ゃ
ん

な
、
ま
あ
／
＼
待
ち
ゃ
れ
さ
。

（
又
五
郎
）
「
拙
者
と
て
も
武
士
の
片
端
。
刀
に
賭
け
て

き

よ

ご

．

＾

＂

む

ゃ

<

虚
言
は
申
さ
ぬ
。
余
り
御
念
が
入
過
ぎ
る
。
無
益
の
所

暇
入
ず
と
、
早
く
外
を
お
尋
ね
な
さ
れ
い
。
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志
津
馬
、
奈
良
で
眼
病
を
病
む
） ・・ト

い
す
み
あ

―
二
号
(
―1
0二
0
•
三
）

い
な
づ
か

け
合
ひ
て
、
や
が
て
桜
江
・
束
平
ら
を
、
稲
塚
の
内
に
隠
し
け
り
。

程
な
く
志
津
馬
・
政
右
衛
門
ら
は
、
珍
左
衛
門
を
追
つ
か
け
来

と
ゞ

り
て
、
稲
塚
の
内
を
尋
ね
ん
と
す
る
を
、
又
五
郎
お
し
止
め
、

、、

「
そ
れ
が
し
先
よ
り
此
所
に
、
あ
め
【
▼
「
あ
し
（
足
）
」
の
誤
力
】

を
休
め
て
候
ひ
し
が
、
さ
や
う
の
人
は
決
し
て
来
ら
ず
。
脇
道
へ

め
ん
て
い

逃
げ
た
る
な
る
べ
し
。
外
を
尋
ね
給
へ
」
と
言
ふ
、
面
体
格
好
、

こ

は

わ

こ

と

L
¥

声
音
ま
で
、
み
な
悉
く
変
は
り
し
か
ば
、
唐
木
も
志
津
馬
も
▲

／
▲
此
願
病
を
、
又
五
郎
な
ら
ん
と
は
思
ひ
も
寄
ら
ず
、
こ
れ
か

ひ
ま

れ
の
問
答
に
暇
い
り
て
、
桜
江
を
と
り
逃
が
し
け
り
。

（
志
津
馬
）
「
鹿
を
得
が
た
き
奈
良
へ
来
て
、

の
薄
命
。

あ
（
二
藍
）
「
気
を
揉
ま
し
ゃ
ん
す
は
お
身
の
毒
。
得
が
た

だ
ん
か
う

い
薬
も
談
合
し
て
、
調
ふ
事
も
ご
ざ
ん
せ
う
。

（
政
右
衛
門
）
「
世
に
は
様
々
の
難
病
も
、
あ
る
も
の
で
ご
ざ

る
。
そ
の
浪
人
は
、
い
つ
ぞ
や
木
津
に
て
出
で
会
ふ

た
、
旅
人
じ
や
有
ま
い
か
、
ノ
ウ
志
津
馬
。

て
（
伝
茂
庵
）
「
虚
談
は
申
さ
ぬ
、
請
け
合
療
治
。
薬
は
只

今
進
上
い
た
す
。
か
の
一
品
を
調
へ
な
さ
れ
や
。

で

も

あ

ん

ヘ
丹
右
衛
門
、
伝
茂
庵
が
物
語
の
妙
薬
、
我
が
生
れ
年
に
よ

く
合
へ
ば
、
思
は
ず
驚
く
。

薬
に
事
欠
く
身
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

政
右
衛
門
は
相
好
の
変
わ
っ
た

▼
『
乗
掛
合
羽
』
八
ツ
目
で
も
、

又
五
郎
を
見
逃
し
て
い
る
。

0
政
右
衛
門
・
志
津
馬
は
、
又
五
郎
に
計
ら
れ
て
、
珍
左
衛
門
を

取
り
逃
が
し
、
無
念
の
歯
噛
み
を
な
す
折
か
ら
、
二
藍
・
丹
右
衛

あ
と

門
も
、
後
を
療
ふ
て
急
ぎ
来
り
、
ま
ざ
ー
~
し
く
夢
に
見
た
る
、

武
助
が
落
命
の
事
を
物
語
れ
ば
、
唐
木
も
志
津
馬
も
玉
石
が
、
忠

義
を
い
と
ゞ
憐
れ
み
て
、
や
う
や
く
に
怒
り
を
収
め
、
「
珍
左
衛

へ

ん

は

い

く

わ

、

｀

門
、
こ
の
辺
を
一
次
へ
続
く
一

(22
ウ・

23
オ
）
／
一
前
の
続
き
一
徘
徊

す
れ
は
、
又
五
郎
も
、
決
し
て
奈
良
に
を
る
な
る
べ
し
。
ま
づ
／
＼

し
ゅ
う

L
¥

奈
良
へ
急
が
ん
」
と
て
、
主
従
四
人
南
都
へ
赴
き
、
旅
籠
屋
に
宿

取
り
て
、
忍
び
／
＼
に
、
敵
の
行
方
を
尋
ぬ
る
程
に
、
志
津
馬
は

ふ
と
眼
病
を
う
れ
ひ
て
、
昼
だ
も
物
を
見
る
事
か
な
は
ず
。
政
右

か
た
き

衛
門
大
に
驚
き
、
「
か
く
て
は
只
今
敵
に
会
ふ
と
も
、
本
望
を
遂

ぐ
る
事
叶
ふ
べ
か
ら
ず
。
良
医
や
あ
る
、
妙
薬
や
あ
る
」
と
て
、

心
の
及
ば
ん
程
は
、
金
銭
を
厭
は
ず
、
療
治
を
加
え
二
藍
も
、
昼

か

た

に

で

も

あ

ん

夜
傍
ら
を
離
れ
ず
看
病
す
。
し
か
る
に
あ
の
井
伝
茂
庵
【
▼
『
乗

掛
合
羽
』
九
ツ
目
の
石
森
鶏
庵
】
と
い
ふ
目
医
者
、
志
津
馬
が
容

休
を
考
へ
、
「
こ
の
眼
病
世
の
常
の
、
療
治
に
て
は
平
癒
し
が
た

を

じ

か

し
。
そ
れ
が
し
家
伝
の
妙
薬
有
、
こ
れ
に
牡
鹿
の
生
き
肝
を
加
え

ょ

て
服
薬
あ
ら
ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
し
て
夜
の
明
く
る
が
ご
と
し
。

つ
か

し
か
れ
ど
も
、
鹿
は
春
日
の
遣
は
し
め
と
て
、
奈
良
に
て
鹿
を
殺

す
者
は
、
人
を
殺
せ
し
法
を
も
つ
て
、
そ
の
罪
に
行
は
る
。
こ
れ

に
よ
り
て
、
薬
種
調
ひ
が
た
し
。
例
へ
ば
近
頃
そ
れ
が
し
が
療
治

い
た
す
、
浪
人
の
願
病
の
ご
と
し
。
こ
れ
に
は
卯
の
年
卯
の
月
、

せ
い
け
っ

卯
の
日
卯
の
刻
に
生
れ
し
人
の
、
心
の
臓
の
精
血
を
、
加
え
て
用

ゆ
る
妙
薬
あ
れ
と
も
、
薬
調
ひ
が
た
く
て
、
療
治
は
か
ど
り
申
さ

ず
」
と
物
語
り
ぬ
。

〇
又
五
郎
は
去
ん
ぬ
る
頃
、
木
津
の
宿
外
れ
に
て
、
珍
左
衛
門
・

束
平
を
救
ひ
に
け
れ
ど
、
我
が
面
体
の
▲
／
▲
変
は
り
し
故
、
桜

江
ら
は
そ
れ
と
も
知
ら
ず
、
又
五
郎
が
、
志
津
馬
と
政
右
衛
門
に

く
ら

問
答
す
る
う
ち
に
、
桜
江
も
束
平
も
、
田
の
畔
を
め
ぐ
り
つ
4

、

は
や
遠
く
逃
け
失
せ
し
か
ば
、
又
五
郎
も
、
彼
ら
に
名
乗
り
あ
は

ざ
る
を
、
本
意
な
く
は
思
ひ
な
が
ら
、
「
目
の
当
た
り
唐
木
も
志

た
が

津
馬
も
、
我
を
見
違
へ
し
上
は
、
何
の
憚
る
事
あ
ら
ん
」
と
て
、

き

っ

ぢ

諸
共
に
奈
良
へ
赴
き
、
金
に
任
せ
て
、
木
辻
の
廓
に
美
女
を
集
め
、

た
ゞ
淫
楽
を
事
と
し
て
、
日
を
送
る
に
も
身
の
難
病
を
、
疎
ま
し

や
ま
ひ

く
思
ひ
、
□
5
べ
馴~
(
2
3ウ・
2
4オ
）
／
「
こ
の
病
を
癒
す
医
者

あ
ら
ば
、
薬
礼
望
み
に
任
せ
ん
」
と
、
言
ひ
ふ
ら
し
け
る
に
、
志

で

も

あ

ん

さ

ヽ

津
馬
が
眼
病
の
療
治
す
る
、
あ
の
井
伝
茂
庵
伝
へ
聞
て
、
又
五
郎

ね
ん
げ
つ
じ
つ
じ

が
旅
宿
に
至
り
、
「
そ
の
病
に
は
卯
の
年
月
日
時
に
、
生
ま
れ
し

男
の
心
の
臓
を
、
酒
に
て
飲
み
給
は
ゞ
た
ち
ど
こ
ろ
に
、
元
の
ご

と
く
な
る
べ
し
」
と
、
教
え
け
る
事
の
つ
い
で
に
、
志
津
馬
が
眼
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(23ウ
・

24オ
又
五
郎
、
伝
茂
庵
を
殺
害
）

い
す
み
あ

―
二
号
(
―
1
0二
0
•
三
）

病
の
容
体
、
療
治
の
仕
方
な
ど
物
語
り
、
誇
り
散
ら
し
て
帰
り
け

き
、

る
。
又
五
郎
こ
れ
を
聞
て
、
「
か
の
医
者
志
津
馬
が
療
治
し
て
、

ゎ
ざ
尺

3

本
復
さ
せ
た
ら
ん
に
は
、
た
ち
ま
ち
我
が
身
の
禍
と
な
る
べ
し
。

し
や
っ

我
が
病
気
の
妙
薬
、
既
に
聞
す
ま
し
た
れ
ば
、
奴
に
用
な
し
。
殺

の
ち

し
て
後
の
禍
を
、
払
は
ん
に
は
」
と
て
す
ぐ
さ
ま
追
つ
か
け
、
春

日
の
社
の
ほ
と
り
に
て
、
つ
い
に
伝
茂
庵
を
絞
め
殺
す
折
、
束
平

は
春
日
へ
参
詣
し
、
此
所
へ
来
か
A

り
、
此
体
を
見
て
驚
く
を
、

又
五
郎
秘
か
に
招
き
寄
せ
、
「
我
は
又
五
郎
な
り
一
と
名
乗
り
、

あ
り
し
事
ど
も
物
語
れ
ば
、
束
乎
再
び
蔑
き
け
る
。

▼
原
作
『
乗
掛
合
羽
』
で
は
、
又
五
郎
が
俗
医
者
左
内
を
殺
し
て

相
好
の
変
わ
る
薬
を
奪
う
。

又
（
又
五
郎
）
「
束
平
驚
く
事
な
か
れ
。
身
の
仇
と
な
る
此

し
ゅ
~
，

藪
医
者
、
お
つ
片
付
け
る
そ
れ
が
し
は
、
そ
ち
が
主
の

さ

う

ご

う

ま

な

こ

又
五
郎
じ
ゃ
。
か
く
ま
で
相
好
変
は
り
し
ぞ
。
眼
を
定

め
て
と
つ
く
と
見
よ
。

（
伝
茂
庵
）
「
ダ
ア
引
／
＼
゜

（
束
平
）
「
さ
て
は
あ
な
た
は
、
奴
め
が
お
旦
那
、
又
五
郎
様

で
ご
ざ
り
ま
す
る
か
。
い
つ
ぞ
や
木
津
に
て
危
う
い
所

を
、
お
救
ひ
な
さ
れ
て
下
さ
れ
た
も
、
ほ
ん
に
や
つ
ば

ぬ
し

り
主
で
あ
っ
た
に
、
知
ら
ぬ
事
と
て
こ
れ
は
し
た
り
。
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

(24
ウ
・

25
オ
大
鹿
、
又
五
郎
の
密
書
を
持
ち
走
る
）

よ
し
も
と

そ
の
時
束
平
は
珍
左
衛
門
が
、
信
濃
の
木
曽
義
元
の
家
臣
と
な

た
び

り
し
事
、
此
度
正
宗
の
刀
の
事
に
つ
き
て
、
又
五
郎
に
会
は
ん
と

て
、
そ
の
あ
り
か
を
尋
ね
、
珍
左
衛
門
、
今
は
五
条
の
旅
籠
屋
に

隠
れ
ゐ
て
、
唐
木
が
矛
先
を
、
避
く
る
由
を
物
語
れ
ば
、
又
五
郎

の

ぶ

せ

大
き
に
喜
び
、
「
我
此
所
へ
来
り
し
日
よ
り
、
野
伏
り
の
澁
れ
者

に
金
を
取
ら
せ
て
、
ま
さ
か
の
時
の
助
け
と
し
た
れ
ば
、
志
津
馬

・
唐
木
ら
を
恐
る
A

に
足
ら
ず
。
こ
れ
よ
り
伊
賀
の
山
越
え
し
て
、

伊
勢
参
宮
し
、
鳥
羽
の
港
よ
り
、
船
に
乗
り
て
三
河
へ
至
り
、
そ

れ
よ
り
信
濃
へ
赴
く
べ
し
。
珍
左
衛
門
に
は
そ
れ
の
日
に
、
云
云

の
所
に
出
で
4

、
待
ち
給
へ
と
言
付
け
よ
」
と
て
、
矢
立
て
を
取

し
た
・
4

り
出
だ
し
て
さ
ら
／
＼
と
、
一
通
を
書
き
認
め
、
こ
れ
を
束
平
に

渡
し
つ
4

、
遂
に
別
れ
て
立
去
り
け
る
。

折
し
も
畑
川
丹
右
衛
門
は
、
志
津
馬
が
眼
病
平
癒
の
祈
願
と
し

て
、
春
日
へ
参
詣
し
、
返
り
申
し
に
図
ら
ず
も
、
束
乎
に
出
で
会
ひ

し
が
、
彼
が
手
に
持
つ
書
状
の
上
書
き
、
「
珍
左
衛
門
殿
、
又
五
郎
」

と
記
し
た
れ
ば
、
奪
ひ
取
ら
ん
と
争
ひ
つ
4

、
組
ん
つ
ほ
ぐ
れ

丹
（
丹
右
衛
門
）
「
南
無
三
宝
大
切
な
る
、
密
書
を
鹿
に
取

ら
れ
た
か
ホ
イ
。

束
（
束
平
）
「
よ
い
所
へ
鹿
が
来
た
。
逃
げ
な
が
ら
早
く
食

つ
て
し
ま
へ
。
頼
ん
だ
ぞ
／
＼
。

- 77 -



い
す
み
あ

(25
ウ
丹
右
衛
門
、
密
書
を
手
に
入
れ
る
）

ヽ
u

• 

9
.
9
 _

 

t
 

―
二
号
(
―
1
0二
0
•
三
）

・
い
ん
こ
き

っ
半
刻
ば
か
り
、
命
限
り
に
●
／
●
戦
へ
ば
、
束
平
は
「
大
事
の

う
ば
、

密
書
、
奪
れ
て
は
か
な
は
じ
」
と
て
、
草
む
ら
へ
投
げ
入
る
4

に
、
大
鹿
一
匹
：
四
[
]
(
2
4
ウ
・

25
オ
）
／
走
り
来
て
、
件
の

密
土
自
を
引
姪
え
、
一
散
に
駆
け
出
す
。
「
南
無
三
宝
」
と
丹
右
衛

門
は
、
贅
き
な
が
ら
束
乎
を
、
唐
竹
割
り
に
斬
り
倒
し
、
密
書
を

い
ち
あ
し

取
ら
ん
と
逸
足
出
だ
し
て
、
鹿
を
追
ふ
て
ぞ
走
り
行
く
。

〇
畑
川
丹
右
衛
門
は
、
束
平
を
斬
り
殺
し
、
件
の
鹿
を
追
つ
か
け

て
、
や
う
や
く
に
引
捕
ら
へ
し
が
、
鹿
は
た
ゞ
一
飲
み
に
、
密
書

を
食
ら
ひ
終
は
り
け
り
。
丹
右
衛
門
ま
す
／
＼
怒
り
て
、
や
が
て

刀
を
取
り
直
し
、
鹿
を
ぐ
さ
と
刺
し
殺
し
、
手
早
く
腹
を
断
ち
割

り
て
、
飲
ん
た
る
密
書
を
引
出
だ
し
、
破
れ
ぬ
や
う
に
お
し
開
き
、

始
め
よ
り
終
は
り
ま
で
、
と
つ
く
と
見
て
打
頷
き
、
「
密
書
を
奪

ひ
返
さ
ん
為
に
、
所
の
掟
を
犯
せ
し
か
ば
、
兼
ね
て
聞
く
志
津
馬

様
の
、
眼
病
の
大
妙
薬
、
図
ら
ず
も
手
に
入
り
た
り
。
辱
し
」

と
傷
口
へ
、
手
を
さ
し
入
て
小
牡
鹿
の
、
胆
を
難
な
く
引
出
だ
し
、

立
ち
去
ら
ん
と
す
る
折
か
ら
、
法
螺
貝
の
音
四
方
に
聞
こ
え
、

「
鹿
を
殺
せ
し
大
罪
人
、
据
め
捕
れ
」
と
呼
ば
4

る
声
に
、
は
つ

と
競
く
一
生
懸
命
、
「
一
日
一
囲
み
を
斬
り
抜
け
ん
」
と
、
の
っ
た

る
血
刀
引
提
げ
て
、
辺
り
を
腕
ん
で
立
た
り
け
る
。

(25
ウ）

▼
『
乗
掛
合
羽
』
で
は
、
石
留
武
助
が
密
書
を
飲
み
込
み
（
八
ツ

目
）
、
の
ち
に
正
宗
の
刀
で
切
腹
し
て
書
状
を
取
り
出
す
（
九

ツ
目
）
。
ま
た
、
志
津
馬
の
眼
病
を
癒
す
の
は
、
政
右
衛
門
の

一
子
巳
之
助
の
生
血
（
九
ツ
目
）
。

9
、I
`

か
た
き

（
丹
右
衛
門
）
一
さ
て
は
敵
又
五
郎
は
、
郷
病
に
て
相
好
変

は
り
、
木
辻
に
を
る
か
、
嬉
し
や
／
＼
。

口
上

っ
ざ
ど
こ
『
(
.

ヘ
馬
琴
画
賛
の
扇
取
次
所
、
江
戸
神
田
鍋
丁
柏
屋
半
蔵
、
大

ゃ
．
、
」
も
と

坂
心
斎
橋
筋
河
内
屋
太
助
方
に
あ
り
。
宿
元
へ
、
仰
こ
さ

る
A

よ
り
近
道
な
り
。
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

(26オ
丹
右
衛
門
、
切
腹
し
て
果
て
る
）

（
巻
六
）

か
く
て
畑
川
丹
右
衛
門
は
、
や
う
や
く
囲
み
を
切
抜
け
て
、
志

津
馬
が
旅
宿
に
走
り
帰
り
、
束
平
を
殺
せ
し
事
、
密
書
を
鹿
に
つ

い
は
み
去
ら
れ
、
已
む
事
を
得
ず
鹿
を
殺
し
て
、
又
五
郎
が
書
状

を
取
り
得
た
る
、
由
を
志
津
馬
、
唐
木
ら
に
物
語
り
、
小
牡
鹿
の

生
き
肝
を
、
や
が
て
志
津
馬
に
進
め
し
か
ば
、
薬
に
加
え
て
こ
れ

り
や
う
が
ん

を
飲
む
に
、
志
津
馬
が
眼
病
た
ち
ま
ち
癒
え
て
、
両
眼
明
ら
か
に

な
り
し
か
ば
、
丹
右
衛
門
大
に
喜
び
、
刀
を
抜
い
て
我
と
我
が
、

．u
ん
じ

腹
一
文
字
に
か
き
さ
ば
き
、
「
そ
れ
が
し
既
に
、
春
日
の
鹿
を
殺

セ・：ヽ
'9

9

 "r 
，、＞しャ・

.1>
、

r
ム's”
 f

りりSん̂
(

k
-
^
 

い
17
 

9
k
 

S
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、とわ^(‘( i
 

f
l
 

さ

．
 

..• 

，
 

9

9

9

・

 

.'~···99. 

_

_

 ）・ 

し
た
れ
ば
、
そ
の
罪
と
て
も
逃
れ
か
た
し
。
幸
い
な
る
か
な
そ
れ

こ
く

が
し
は
、
卯
の
年
卯
の
月
卯
の
日
、
卯
の
刻
に
生
れ
し
者
な
り
。

こ
の
心
臓
を
も
つ
て
、
敵
を
も
と
の
又
五
郎
と
な
し
、
本
望
を
遂

け
給
へ
。
我
が
一
命
を
捨
つ
る
故
に
、
今
―
二
つ
の
幸
い
あ
り
。
武

、
と
ま

助
も
さ
こ
そ
●
／
●
待
ち
わ
ひ
ぬ
ら
ん
。
お
暇
申
す
」
と
言
ひ
も

果
て
ず
、
や
が
て
む
な
し
く
な
り
に
け
り
。

(26
オ）

沢
井
又
五
郎
は
束
平
か
、
討
た
れ
た
る
事
を
知
ら
ず
、
「
既
に

近
日
出
立
の
事
を
、
桜
江
へ
申
遣
は
し
た
れ
ば
、
奈
良
も
し
ば
し

さ
ん
に
ち

の
名
残
り
な
り
。
―
―
―
日
三
夜
の
酒
盛
り
せ
ん
」
と
て
、
名
あ
る
芸

子
を
数
多
呼
び
集
め
、
金
銀
を
撒
き
散
ら
し
て
、
遊
び
戯
れ
昼
夜

を
分
か
た
ず
。

さ
れ
ば
志
津
馬
・
政
右
衛
門
は
、
丹
右
衛
門
が
忠
死
に
よ
っ
て
、

志
津
馬
が
眼
病
平
復
し
、
あ
ま
つ
さ
へ
、
敵
又
五
郎
が
行
方
も
知

丹
（
丹
右
衛
門
）
「
お
役
に
立
っ
た
拙
者
が
命
。
草
葉
の
陰

か
ら
本
望
を
、
遂
げ
給
ふ
日
を
待
っ
て
を
り
ま
す
。

（
政
右
衛
門
）
「
て
か
し
た
畑
川
、
あ
つ
ば
れ
／
＼
。

あ
（
二
藍
）
「
不
憫
の
最
期
、
南
無
阿
弥
陀
仏
゜

志
（
志
津
馬
）
「
相
好
変
は
り
し
又
五
郎
、
そ
の
ま
A

討
た

ん
は
本
意
に
あ
ら
ず
。
と
は
い
え
あ
た
ら
忠
臣
を
、
見

殺
し
に
す
る
か
残
念
な
は
や
い
。
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(26ウ
・

27
オ
又
五
郎
、
大
い
に
酒
宴
す
る
）

0
/
9
り

rl

い
す
み
あ

[ l/~/ ／ 

―
二
号
（
二
0
1
1
0
•三
）

れ
、
彼
が
難
病
、
た
ち
ま
ち
癒
ゆ
る
妙
薬
さ
へ
に
、
得
た
り
し
か

め
ん
て
い

ば
大
き
に
喜
び
、
「
た
と
へ
又
五
郎
と
知
る
と
て
も
、
面
体
相
貌

餓
鬼
の
こ
と
く
、
そ
の
人
と
も
見
へ
ざ
る
者
を
、
そ
の
ま
入
討
た

ん
は
遺
恨
の
事
な
り
。
奴
を
も
と
の
か
た
ち
に
し
て
、
そ
の
首
を

亡
き
親
へ
、
手
向
け
ん
も
の
を
」
と
思
ひ
し
か
ば
、
一
次
へ
続
く
一

(26
ウ
・

27
オ
）
／
二
藍
を
芸
子
に
仕
立
て
、
畑
川
が
、
心
の
臓
を

漬
し
た
る
、
酒
を
持
た
し
て
木
辻
の
揚
屋
へ
遣
は
し
、
唐
木
と
志

津
馬
は
身
を
や
っ
し
て
、
事
の
様
子
を
窺
ひ
け
り
。

ほ
ん
だ

▼
『
乗
掛
合
羽
』
七
ツ
目
で
は
、
主
君
誉
田
内
記
の
不
興
を
買
う

た
め
に
、
政
右
衛
門
が
木
辻
で
遊
興
に
耽
る
。

い
と
た
け

も
と
よ
り
二
藍
は
器
量
よ
に
優
れ
、
糸
竹
の
技
に
妙
な
り
け
れ

9ヽ
9
0

さ
4

し
ん
に
よ
と
う

（
芸
子
）
「
あ
ん
ま
り
酒
が
回
っ
た
ら
、
神
女
湯
を
あ
げ
ま
せ

゜
ろノ

（
芸
子
）
「
鎌
倉
の
、
な
か
ち
ゆ
の
娘
が
機
を
織
り
ま
す
、

ァ
ョ
ウ
エ
。

サ

あ
三
藍
）
「
あ
ん
ま
り
見
事
じ
ゃ
。
今
一
っ
‘

と
注
ぐ
ぞ
へ
。

又
（
又
五
郎
）
「
君
が
酌
な
ら
、
い
く
ら
で
も
飲
む
の
さ
。

政
（
政
右
衛
門
）
「
志
津
馬
急
き
ゃ
ん
な
、
敵
の
首
は
、
は

や
手
に
入
て
あ
る
。
静
か
に
／
＼
゜

な
み
／
＼
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し

ん

．

一

、

こ

さ

4`

ば
、
又
五
郎
は
、
新
芸
子
と
聞
て
早
速
呼
び
入
、
さ
し
つ
お
さ
へ

う
つ
‘
^

つ
酒
盛
り
に
、
現
を
抜
か
せ
し
折
な
れ
ば
、
二
藍
が
も
た
ら
し
た

る
、
酒
を
何
の
心
も
付
か
ず
、
沢
井
は
こ
れ
を
、
引
う
け
／
，
＼
飲

6'

ざ
ま

む
程
に
、
し
ば
ら
く
し
て
「
う
ん
」
と
叫
び
て
、
仰
け
様
に
倒
れ

し
か
ば
、
あ
り
あ
ふ
者
ど
も
大
き
に
驚
き
、
薬
よ
水
よ
と
た
ち
騒

き
、
様
々
介
抱
し
た
り
け
る
。

〇
又
五
郎
は
し
ば
ら
く
し
て
、
忽
然
と
し
て
心
気
定
ま
り
、
む
つし

ゅ

く
と
起
き
れ
ば
こ
は
い
か
に
、
眉
毛
黒
髪
長
や
か
に
、
面
部
の
腫

も
っ物

は
拭
ふ
が
ご
と
く
、
色
白
く
髭
青
く
、
相
貌
昔
に
変
は
ら
ね
ば
、

人
々
奇
異
の
思
ひ
を
な
し
、
「
こ
れ
は

I,,¥」
と
怪
し
む
に
ぞ
、

又
五
郎
は
芸
子
が
持
っ
た
る
、
懐
中
鏡
を
手
早
く
取
っ
て
、
我
が

顔
を
つ
く
人
＼
と
、
打
ま
も
り
／
＼
、
横
手
を
打
つ
て
驚
く
折
、

志
津
馬
・
政
右
衛
門
は
物
陰
よ
り
、
進
み
入
て
引
挟
み
、
「
珍
し

や
沢
井
又
五
郎
。
畑
川
丹
右
衛
門
が
忠
死
に
よ
っ
て
、
今
こ
そ
あ

し
も
ペ

ら
は
す
化
け
の
皮
。
汝
が
僕
束
平
は
、
丹
右
衛
門
に
討
た
れ
た
り
。

ぐ

ふ

さ

い

て

ん

倶
不
戴
天
の
父
の
仇
、
尋
常
に
勝
負
せ
よ
」
と
、
詰
め
寄
り
詰
め

か

た

へ

か

た

き

寄
る
傍
に
は
、
二
藍
も
懐
剣
引
き
抜
き
、
「
舅
の
敵
」
と
詰
め
寄

せ
て
、
討
た
ん
と
す
る
を
又
五
郎
は
、
「
物
々
し
や
」
と
か
い
く

か
ら

ゞ
り
、
庭
の
空
井
へ
躍
り
入
り
、
行
方
も
知
れ
ず
な
り
に
け
り
。

か

た

さ

あ

／

0
さ
る
程
に
志
津
馬
・
政
右
衛
門
は
、
敵
の
後
を
菓
ひ
つ
A

、
奈

↓
 

．．
 
さ
ざ

良
よ
り
は
二
里
が
程
な
る
、
賀
茂
を
過
ぎ
て
笠
置
に
か
A

り
、
大

曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

,＂たき

川
原
、
志
麻
川
原
、
三
本
松
の
ほ
と
り
に
て
、
敵
の
様
子
を
窺
ふ

の

に
、
又
五
郎
は
、
珍
左
衛
門
諸
共
に
、
野
伏
り
数
多
従
へ
て
、
こ

れ
も
―
―
一
本
松
に
宿
取
り
ぬ
。
こ
A

よ
り
伊
賀
の
、
上
野
へ
は
二
里

に
足
ら
ず
。
彼
処
は
足
場
よ
ろ
し
け
れ
は
、
敵
討
ち
は
明
日
未
明

と
定
め
、
志
津
馬
・
唐
木
、
そ
の
明
け
方
に
上
野
に
至
り
て
、
又

五
郎
が
出
で
来
る
を
、
今
や
遅
し
と
待
ち
受
け
た
り
。

(27
ウ
・

28
オ）
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い
す
み
あ

―
二
号
（
二
0
二
0
•
三
）

政
右
衛
門
、

27 
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又
五
郎
を
取
り
逃
が
す
）

(27
ウ
・

28
オ）

取
り
逃
が
し

（
志
津
馬
）
「
さ
て
は
井
筒
に
抜
け
道
あ
つ
て
、

た
か
、
残
念
な
。

（
政
右
衛
門
）
「
一
旦
こ
4

を
逃
ぐ
る
と
も
、
行
く
先
知
れ
し

ご

え

あ

と

伊
賀
の
山
越
。
後
追
つ
か
け
ん
、
い
ざ
ふ
れ
志
津
馬
。

（
左
上
）

〇
又
五
郎
、
木
辻
に
逗
留
の
う
ち
、
井
戸
掘
り
に
金
を
与

く
だ
ん

へ
、
秘
か
に
抜
け
道
を
作
り
お
き
し
か
ば
、
件
の
井
筒
ヘ

飛
び
入
て
、
志
津
馬
・
唐
木
が
鉾
先
を
逃
れ
、
遥
か
人
遠

き
所
へ
出
づ
れ
ば
、
図
ら
ず
も
桜
江
に
出
で
会
ひ
、
す
ぐ

に
連
れ
立
ち
て
伊
賀
路
へ
赴
く
。

（
珍
左
衛
門
）
「
昔
に
変
は
ら
ぬ
貴
殿
の
面
体
。
さ
て
／
＼
物

怪
の
幸
ひ
で
ご
ざ
る
。

（
又
五
郎
）
「
手
な
づ
け
お
き
た
る
、
溢
れ
者
を
供
に
連
れ
、

ふ
な
ぢ

伊
賀
越
え
を
し
て
、
伊
勢
へ
赴
き
船
路
を
ゆ
か
ん
、
い

ざ
／
＼
ご
ざ
れ
。
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛』

翻
刻

ヽ

9
)
t

(28ウ
・

29オ
又

五

(28
ウ
・

29
オ）

ヘ
又
五
郎
は
大
勢
の
、
溢
れ
者
を
供
に
連
れ
、
そ
の
身
は
桜

江
と
共
に
、
乗
り
掛
け
に
安
座
し
て
、
朝
日
も
す
で
に
の

ぼ
る
頃
、
伊
賀
の
上
野
に
さ
し
か
4

る。

ヘ
箱
根
八
里
は
ナ
ア
ヨ
ヱ
、
馬
で
も
コ
ウ
す
が
ナ
ア
ヨ
ヱ
。

政
（
政
右
衛
門
）
「
志
津
馬
は
余
人
に
目
を
か
け
ず
、
又
五

郎
を
討
ち
取
れ
よ
。
桜
江
は
じ
め
そ
の
余
の
奴
ば
ら
、

政
右
衛
門
が
受
け
取
っ
た
ぞ
。
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(
2
9
ウ

•
3
0オ

伊
賀
上
野
の
仇
討
ち
）

い
す
み
あ

―
二
号

(11,01.IO

加
田
志
津
馬
、
敵
又
五
郎
を
討
ち
取
る
。
【
▼
欄
上
】

（
又
五
郎
）
「
返
り
討
ち
だ
、
覚
悟
し
ろ
。

ヘ
珍
左
衛
門
、
政
右
衛
門
に
討
た
る
---10

の

ぷ

せ

こ

と

'

‘

¥

¥
―
―
―
十
六
人
の
野
伏
り
、
悉
く
唐
木
に
討
た
る
---1
0
 

（
見
物
）
「
さ
て
I
'
、
＼
剣
術
の
名
人
も
あ
れ
ば
あ
る
も
の
だ
。

あ
れ
見
さ
い
、
又
切
倒
し
た
。

（
見
物
）
ど
ち
ら
も
槍
の
名
人
と
見
へ
る
。
負
け
る
な
／
＼
゜

（
見
物
）
「
ア
、
見
て
ゐ
て
も
胸
が
だ
＜
／
＼
す
る
。

（
野
伏
）
「
南
無
三
と
う
／
＼
片
腕
な
い
。

か
た
き

ヘ
志
津
馬
は
又
五
郎
と
血
戦
し
て
、
つ
い
に
敵
を
槍
下
に
突

き
伏
せ
、
首
を
取
っ
て
立
上
れ
ば
、
政
右
衛
門
も
珍
左
衛

門
ら
、
大
勢
を
討
ち
取
っ
て
、
此
所
へ
尋
ね
来
り
、
志
津

馬
が
手
柄
を
賞
美
し
て
、
当
国
の
守
護
、
北
畠
殿
へ
訴
へ
、

▲
／
▲
志
津
馬
も
ろ
と
も
都
へ
赴
き
て
、
仁
木
殿
へ
事
の

由
を
申
し
上
げ
、
唐
木
は
先
立
つ
て
鎌
倉
へ
帰
り
し
が
、

こ
ん
も
う

管
領
成
氏
こ
と
さ
ら
に
、
志
津
馬
を
懇
望
▼
＾
／

Z
し
給
ひ

て
、
鎌
倉
へ
迎
へ
取
り
、
大
禄
を
与
へ
て
、
加
田
・
唐
木

の
両
家
、
い
と
め
て
た
＜
栄
へ
け
る
と
ぞ
。(

2
9ウ

•
3
0オ
）
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曲
亭
馬
琴
『
敵
討
勝
乗
掛
』
翻
刻

(30ウ）

天
運
循
環
し
て
、
行
き
て
帰
ら
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
さ
れ
ば
加

EB
志
津
馬
は
、
若
党
に
武
介
・
丹
右
衛
門
の
忠
臣
あ
り
、
舅
に
唐

ど
り
A

木
の
義
勇
有
。
妻
に
こ
藍
の
妻
女
あ
り
、
あ
ま
つ
さ
へ
足
利
殿
の

一
族
、
管
領
成
氏
公
を
主
君
と
し
て
、
忠
孝
の
名
ま
す
／
＼
世
に

扁
く
、
伊
賀
越
の
敵
討
ち
と
て
、
今
に
武
勇
を
と
＼
め
け
る
。
い

と
も
め
て
た
き
事
と
も
な
り
。

0
1
,
入

>

＇

，

；

．

i

.

，．ー
・
|
i
,
＇・

・

ー

'

1

... 

9

1

 

•• 

I
I
 

＼
 

lli 
一一ば

製
法
に
薬
種
の
価
を
厭
は
ず
、
効
能
百
倍
、

り
給
ふ
べ
し
。

〔
血
の
道
妙
薬
〕
神
女
湯

一
包
弐
朱
、
小
包
一
匁
五
分
同
五
分

`
-
）
 

1

粒
」
ハ
分
つ
A

こ
A

ろ
み
て
知

一
包
代
百
銅

〔
婦
人
諸
病
の
良
方
。
能
贔
に
詳
し
〕

右
は
作
者
家
伝
の
神
方
な
る
を
、
あ
る
人
の
勧
め
に
任
せ
、

た
び

猿
が
人
真
似
と
は
思
ひ
な
が
ら
、
こ
の
度
売
り
広
め
申
候
。

飯
田
町
中
坂
下
、
四
方
味
噌
店
の
向
か
ふ
に
屋
根
看
板
有
。

滝
沢
と
御
尋
ね
可
被
ド
候
。

(30
ウ）

春
の
は
じ
め
の
め
て
た
き
物
多
か
る
中
に
ま
つ

水
仙
と
椿
を
屠
蘇
の
肴
に
て

葱
に
鮪
の
秋
は
も
の
か
は
襄
笠

（
政
右
衛
門
）
＿
吉
例
変
は
ら
ず
、
め
て
た
し
／
＼
゜

一
曲
亭
馬
琴
作
一
こ
向
Jll
春
扇
画
l

【
▼
以
下
広
告
】き

お
う
．
4

ハヘ

〔
本
方
極
品
〕
奇
応
丸
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▼
奥
目
録
「
文
化
十
癸
酉
新
版
絵
双
紙
目
録
」
。
国
会
図
書
館
所

蔵
の
半
紙
本
に
よ
る
。
底
本
や
慶
大
本
は
、
右
の
目
録
を
欠

く
。
本
作
は
二
番
目
に
掲
出
さ
れ
る
。

文

ー

'

|

'

’

閏

配

僻

叫

]

|
＇
’
'
，
歌

JIl
潤
員
餌

全
な
舟

曲

尤
r
馬
琴
作
一

レキ

食

舟

謄
引
春
扇
函
一

—

•
1

ー
ー
ー

1
'

，
心
衷
怠
炉
炉
一

ぷ
(

9

毎
松
訓
が
見
食
刑
歎
川
門
直
画

J

,

1

,
．, ．．

 
ー
1
.

＇
|
‘
,
1
,
＇
•
9
,
9
'
|

＇
·
‘
,
1
1
ー
，
．

祈
羹
炉
船
食
刑
；
~
芍
北
作
]

勝

川

令

祖

唖

―

ぃ
ぷ
心
心
糾
脊
直
，
＂

i

ぃぃ二

尺
昆
哀
悶
嘉
全
哺
「

2
ー

5

い
5
[

~
i
”
恥
間
む
□
且
」

《
後
表
紙
封
面
》

い
す
み
あ

―
―
―
号
（
二

C)
―
-0

--86 -


